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法 律
第16 号 国立学校設置法の一部を改正する法律

35 . 3 . 31官報
第 66 号 科学技術庁設置法の一部を改正する、法律

35 . 4. 30 II 

第 78 号 放射性同位元素 に よ る放射線障害の防止に関
する法律 35 . 5. 2 II 

第% 号 一般職の職員の給与に関する法律の一部を改
正する法律 35 . 6. 9 II 

第% 号 国家公務員に対する寒冷地手当， 石炭手当及
び薪炭手当の支給に関する法律の一部を改正
する法律 35 . 6 . 1 3 II 

節？？ 号 国家公務員災害補償法等の一部を改正する法
律 35 . 6 . 23 II 

？の 1 1 1 号 国家公務員等返職子当法の一部を改正する法
律 35 . 6 . 28 II 

第 145 号 薬事法
第146 号 薬剤師法

府 令
第 49 号 国家公務員に対する寒冷地手当， 石炭手当及

35 . 8 . 1 0  II 

35 • 8. 1 0  II 
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第 19 号 学

35 . 8 . 1 5  II び薪炭手当支給規程の一部を改正する総理府
令 35 . 8 . 1 7官報 ｜ 規 則

人事院 9- 17俸給の特別調整額の一部を改正する規則
35 . 3 . 25官報

II 1 0- 4 職員の保健及び、安全保持の一部を改正す
る 規則 35 . 3 . 31 

1 0- 5  職員の放射性障害防止に関する規則
35 . 3 . 31 

1- 5 特別職の一部を改正する規則
35 . 4 .  1 

会計検査院第 1 号 計算証明規則の一部を改正する規則

政 4』τョ
第 1 1 号 仁川、学校安全会法の施行期 日 を定め る 政令

第 12 号 [f本学校安全会法施行令
35. 2 . 29官報
35 . 2 . 29 II 

第 13 号 日 本学校安全会登記令 35 . 2 . 29 II 

第 63 号 国立学校設置法施行令の一部を改正する政令
35 . 3 . 31 

第% 号 国の債権の管理等に関する法律施行令の一部
を改正する政令 35 . 4 . 1 5 II 

第 97 号 国立学校におけ る授業料そ の他の費用の免除
又は徴収の猶予に関する政令 35 . 4 . 1 5 II , 

第180 号 国家公務員等退職手当法施行令の一部を改正 ｜
する政令 35. 6. 28 I/ I 

第181 号 恩給給与規則等の一部を改正する政令
35. 6 . 28 II 

第203 号 所得税法施行規則の一部を改正する政令
35 . 7. 1 1  II 

第212 号 補助金等に係 る 予算の執行の適正化に関する
法律施行令の一部を改正する政令

35 . 7 . 19 II 

省 令
大蔵第 13 号 固有財産法施行細則の一部を改正する省

令 35 . 3 . 31官報
H 第16 号 歳入歳出外の国庫内移管l乙関する規則の

一部を改正ずる省令 35 . 4 . 1 
文部第 4 号 日本育英会が特別貸与を行う場合の認定

方法に関する省令の一部を改正する省令
35 . 4. 6 II 

大蔵第 19 号 債権管理事務取扱規則の一部を改正する
省令 35 . 4 . 12 II 

H 第 6 号 国立学校設置法施行規則の一部を改正す
る 省令 35. 4. 26 II 

H 第 7号 文部省設置法施行規則の一部を改正する
省令 35 . 4 . 30 II 

厚生第 13 号 健康保健法施行規則の一部を改正する省
令 35 . 4. 30 II 

文部第 8 号 日本学校安全会法施行規則
35 . 5. 1 9  II 

Y 第 9 号 日本学校安全会の業務方法書に記載すべ
き事項を定め る 省令 35 . 5 . 1 9 II 

I/ 第 10 号 日木学校安全会の財務及び会計に関する
省令 35. 5. 1 9  II 

H 第1 1 号 社会教育調査規則 35. 6 . 28 I/ 

H 第12 号 学校設備調査規則の一部を改正する省令
35 . 6 . 28 II 

I/ ！！！＇� 1 5 号 図書館職員養成所規程の一部を改正する

／）、一一1ヨ 』p

35 . 4 . 5 11 
人事院 9- 6俸給の調整額の一部を改正する規則

35 . 4 . 18 II 

II 9 -22暫定手当の一部を改正する規則
35 . 5 . 1 0  II 

1- 4 現行の法律， 命令及び規則の廃止の一部
を改正する規則 35 . 6 .  9 II 

II 9- 5 給与法の一部を改正する規則
35 . 6. 9 I/ 

I/ 9- 7 俸給等の支給の一部を改正する規則
35 . 6 . 9 11  

1 6-10 職員の災害補償の一部を改正する規則
35 . 6 . 9 11 
35 . 6 . 23 II ，， ，， 

II 9 - 17俸給の特別調整額の一部を改正する規則
35. 6. 30 II 

II 9 - 2  俸給表の適用範囲の一部を改正する規則
35. 7 .  1 

II 9- 7· 俸給等－の支給の一部を改正する 規則
35 . 7. 1 II 

II 9 - 8  初任給， 昇格， 昇給等の基準の一部を改
正する規則 35 . 7 . 1 11 

II 1 6- 0 職員の災害補償の一部を改正する規則
35 . 7. 1 

II 9 - 17俸給の特別調整額の一部を改正する 規則
35. 7 . 27 I/ 

一
示告

文部第3 2 号 文部省共済組合運営規則の一部を改正す
る件 35 . 3 .  2官報

科学技術庁第16 号 原子力平和利用研究室補助金に係
る試験研究課題及び申請書の提出期聞を
定す忍件 35 . 3 . 25 I/ 

大蔵第 71 号 昭和35年度分の予算について ， 支出負担
行為の実施計画につき大蔵大臣の承認を
経な ければな ら な い経費を定め る件

35. 4 . 12 II 

文部第 74 号 小学校に おいて使用される教科書用図書
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報 昭和 35 :i'fo 9 月 1 日

a三回，晶（管理組織〉と して検定を与えた図書を告示
35 . 6 .2 11 

II ti� 77 号 学校体育用品基準を定め る件
第2 条 事務局並びに学生部及び部局l乙健Hi安 全管理 者．

山（以下 「管理者」 と い う 〉 を置 く 。
35 . 6 . 2 11 

II (1} 79 号 国立の義務教育諸学校の災害共済給付契

約lζ係 る児童についての共済掛金の舗の
う ち， 保護者等か ら徴収す る額の件

35. 6 . 1 5 II 

H 第83号 学校設備調査を行 う年度およびそ の期日
等そ定め る件 35 . 7 . 1 

庁 第84号 社会教育調査を行 う年度お よびそ の期日
等を定め る件 35 . 7 . 5 ·" 

／ 第89号 文部省所管の補助金等の交付 l乙関す る 事
務の う ち都道府県教育委員会K委任 した
件の一部を改正す る件 35 . 7 . 29 II 

r 第90号 昭和35 年度単位修得試験実施要綱
35. 8 . 1 0  II 

2 管理者は部局の長を も って充て る但 し事務局並びに学生 l 大

部においては事務局長 と す る。 l 学
5 管理者の も と に次の と お り健康管理担当者， 安全管理担

当者 ， 危害防止主任者及び健康管理分担者， 安全管理分
担者を置 き そ の管理機構は別表の と お り とす る 。
一 事務局並びに学生部においては健康管理担当者を庶 l 九

務課長， 健康管理分担者を庶務課能率係長， 安全管理 E写
担当者を会計課長及び施設課長 とし安全管理分担者を
会計課総務係長及び施設課営繕係長 と す る 。

二 部局においては健康管理担当者及び安全管理担当者
を事務長と し健康管理分担者を庶務係長， 安全管理分
担者を会計係長 と す る 。
但 し附属図書館においては健康管理分担者及び安全管
理分担者を総務係長と す る 。

官序報告 ｜ 三 事務局並びに学生部及び部局におけ る危害防止主任
昭和34年度国立大学卒業者 （富山大学） 35 . 4. 1 6官報 ｜ 者はその業務に従事す る主た る取扱者を も っ て 充 て
昭和35年度国立大学入学試験合格者 （富山大学） ｜ る 。

35 . 4 .19  II I （職員の意見を聞 く ための措置）
第 18回薬剤師国家試験実地試験合格者 35. 8 . 1 0  II ｜第 3 条 管理者は規則第 6条v」基き 職員の保健及び安全保
第 20 回薬剤師国家試験掌説試験の施行 35 . 8 . 1 0  II 

・・・・、・・．．・．．・、，．．．・．．．、，・・......・・．・・..，、． ．・．・・．，‘・・・、．・．

学 内 規 程
．．・・．． －．．，・．．・．，．．．・．．・・．－．．・、．．・．－－．．・．・・、，・・．・．．・・．． － 

富山大学学生守則の一部改正

富山大学坐生守則の一部を次のよ う に改正す る。
昭和35 年2月26 EI

富山大学長 栴 原 真 隆

;;r; 2条 学生は学年の始め学生証の交付を受けな ければな
ら な い。

2学生；1Eの交付を受け よ う と す る と き は写真（半身脱帽 ，
縦 7 糎 ， 柿5 糎） 1 枚を提出す る も の とす る 。

附則の次l乙次の附則を加え る。
附 則

こ の守見ljはH日和35 年2 月26 日か ら実施す る 。

富山大学健康安全管理組織規程

宮山大学健成安全管理組織規程を次の と お り 定め る 。
昭和35 年2 月26 日

（ 目 的）
宮山大学長 栴 原 真 降

第 1 条 人事院規則10- 4（職員の保健及び安全保持〉 （以
下「規則」 と い う 〉 第2条lζ基 く 木学職員の健康安全に
関す る 管理組織は 乙 の規程の定め る と乙ろ に よ る。
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持について職員の怠見を聞 く ため に必要な措置を講じな
ければな ら な い。

〈管理者の職務〉
第 4 条 管理者は学長の指揮監督の下l乙所属部内 の職員の

保健及び安全保持， 危害防止に関す る事項を管理す る 。
2 事務局並びに学生部の管理者は前項のほか全学の管理事

務の連絡 ， 調整を行 う 。
（健康安全管理担当者のl職務〕

第5 条 健康管理担当者は管理者の職務を補佐 し健LR管理
分担者を指揮監督 し健版管理事務を掌る。

2 安全管理担当者は管理者の職務を補佐し安全管理分担者
を指揮監督 し安全管理事務を掌 る 。

（健康安全管理分担者の職務〉
第6 条 健康管理分担者は健Ht管理担当者ーの命を受けて次

の事務を分掌す る。
ー 職員の定期健康診断の実施に関す る 乙と。
二 職員の定期健康診断の結果並び、 lζ事後措置の記録及

び報告に関す る こ と 。
三 その他職員の健康保持に関す る こ と 。

2安全管理分担者は安全管理担当者の｛；!Jを受けて次の事項
を分掌す る 。
一 危害防止のための施設設備等の保持 に関す る こ と 。
二防火、 避難訓練の実施及び器具 ， 器材の検査ならび

に整備に関す る こ と 。
三 検査の記録及び災害報告に関す る こ と 。
四 そ の他職場の安全保持に関す る こ と 。



第19号

（危害防止主任者〉
第7 条 危害防止主任者は管理者の職務を補佐 し安全 管理

担当者と緊密な連絡の も と に 当該作業場の危害防止に関
し次の事項を掌る 。
「ー、指定さ れた業務施設等について常時調査， 点検を行
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い異状を発見 した場合は適切な措置を と ること。
二、 当該業務に従事する職員に対 し危害防止のため必要

な作業方法の指示及び取扱上の注意を行う乙と 。
附 則

乙の規程は昭和35勾ー2月26日か ら実施す る。

富山 大 学 健康安全管理機構組織表
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昭和 35 年？月 1 日

完全ヲ畠

山

大

学

九
号

文書の収発， 編集保存lζ関する乙と
五 文書の印書l乙関する乙と
六 文書の形式 ， 様式そ の他用語の統ーに関する こ と
七 出張， 休暇及び勤務時閣の管理に関する乙と
八 宿日直Iと関する乙と
九 職員の各種証明に関する こ と
十 渉外事務に関する こ と
十一 公開講座等l乙関する こ と
十二 他課及び他係lζ属 しない乙と

5 人事係においては次の事務をつかさ どる。
任免， 町分限 ， 懲戒及び服務lζ関する こ と
職員の定員lζ関する こ と
給与に関する こ と
勤務評定lζ関する こ と
長期給付及び退職手当lζ関する乙と
公務災害補償に関する乙と
教員組織審査に関する こ と

八 人事記録の作成及び保存に関する乙と
4 能率係においては次の事務をつかさどる。

名誉教授の称号に関する乙と
二 在外研究員 ， 内地研究員及び外国出張に関する こ

と
職員団体lζ関する こ と
職員の研修に関する こ と
職員の健康管理及び福祉に関する こ と
栄典及び表彰に関する こ と
諸規則のU;IJ定 ， 改廃l乙関する こ と

八 調査及び統計lと関する こ と
九 科学研究費等に関する こ と
十 大学要覧， 学報等lζ関する こ と

第 10 条 会計課l乙総務係 ， 司計係 ， 出納係 ， 用度係及び管

報
四

富山大学事務組織規程の改正

富山大学事務組織規程を次の と お り 改正する 。
昭和 35 年 5 月15 日

富山大学長

一

一

四

五

六

七

五
六
七

四

降

第 1 章 総 則
第 1 条 富山大学に ， 庶務， 会計及び施設等 lζ関する事務

を処理 さ せ る ため事務局を ， 及び学生の厚生補導に関す
る 事務を処理 さ せ る ため学生部をお く 。

2 事務局に庶務課， 会計課及び施設課を ， 学生部に学生課
及び厚生課をお く 。

第 2条 事務局l乙事務局長を ， 学生部l乙学生部長をお く 。
第 3 条 事務局及び学生部各課lと課長 ， 係長及び係員をお

き ， 必要に応じ各課に課長補佐をお く こ と がで き る。
第 4 条 事務局長は事務職員 を も って ， 事務局の課長は事

務職員文は技術職員をも って充て ， 学生部長は教授を も
って ， 常生部の課長は事務職員を も って充て る 。

2 事務局長及び学生部長は学長の監督の下にそれそれ事務
局の事務又は学生部の事務を掌理 し ， 並びに第 5 条l乙規
程する事務部の事務について総括 し ， 及び調整する0

5課長は上司の命を受けて課の事務を処理する。
4 課長補佐は課長の職務を補佐 し ， 係長及び係員は上司の

命を受けて係の事務を処理する。 ｜ 
第 5 条 各学部及び附属図書館に事務部をお く 。
2 各学部事務部に庶務係 ， 会計係 ， 学務係をお く 。但 し ，

文理学部事務部の学務係を学務第一係及び学務第 二係 と

真原村�

財係をお く 。
2 総務係においては次の事務をつかさ ど る。

会計に関する企画及び調査に関する こ と
二 会計事務の統括及び連絡調整に関する こ と
三 会計法規に関する乙と
回 会計監査に関する乙と
五 共済組合 （長期給付を除 く ） I乙関する こ と
六 他係に属 しない乙と

5 司計係にお いては次の事務をつかさ どる。
予算 （文教施設整備費， 防火施設整備費及び災害復

旧費を除 く 〉 に関する こ と
二 決算に関する こ と
三 支出負担行為の確認並びに支払計画に関する乙と
四 支出負担行為及び支出に関する 計算書の作成並びに

報告に関する乙と
4 出納係においては次の事務をつか さ ど る。

会計官吏の公印の管守l乙関する乙と

する0
3 附属図書館事務部に総務係 ， 整理係 ， 閲覧係をお く 。
4 附属学校（附属中学校， 附属小学校 ， 附属幼稚園を包括） ' 

及び図書館分館l乙事務室をお く 。
第 6 条 事務部l乙事務長， 係長及び係員をお き ， 必要に応

じ事務長補佐をお く こ と ができる。
2 事務室に事務主任及び係員をお く 。
第7 条 事務長は事務職員を も って充て ， 当該学部長又は

附属図書館長の命を受けて ， それぞれ事務部の事務を処
理する。

2 事務長補佐は事務長の職務を補佐 し ， 係長並びに ， 事務
主任及び係員は上司の命を受けて係文は事務室の事務を
処理する 。

第 8 条 各学部及び附属図書館の事務部の事務 に つ い て
は ， 別 l乙定め る 富山大学部局事務分掌規程によ る。

第 2 章 事 務 局
第 9 条 庶務課lζ庶務係 ， 人事係及び能率係をお く 。
2 庶務係においては次の事務をつか さ ど る 。

大学の事務の総括及び連絡調整lと関する乙と
儀式， 会議及び行事に関する乙と
公印の管守i乙関する ζ と

一

一一
一
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学

四

一

一一一

五

六

七

一

一
一

一

四

第19 号

一

一一一

四
五
六

二
三
四 七

八
九

五

と
十 卒業生に関す る こと

第 13 条 厚生課l乙厚生係及び保健係をお く 。
2 厚生係にお いては次の事務をつかさ ど る 。

学生の経済相談に関す る こと
寄宿寮lζ関す る こと
学生のアルバイ ト及び宿所のあっせんl乙関す る 乙と

四 学生の厚生胞設の管理運営及び厚生事業に関す る 乙
と

五 学生の奨学に関す る 乙と
六 授業料の減免分延納l乙関す る こと
七 学生及び卒業生の職業指導並びlζ就職あっせんに関

す る こと
八 学生の諸証明に関す る こと
九 学生の生活調査に関する 乙と
十 他係lζ属しない こと

5 保健係においては次の事務をつかさ どる。
学生の保健衛生管理に関する こと
保健施設， 設備の管理運営に関す る 乙と
健康診断rlL.関する こ と
学校保健統計調査に関す る 乙と

附 則
1 乙 の規程は昭和 35年4 月 1日か ら 乙 れを実施する。

2 乙 の規程の実施に よ り 従前の富山大学事務組織規程（昭
和 24 . 12. 2 制定） は 乙 れを廃止する 。

ろ 他の規程中 「補導課長」とあ る のは「学生課長」と ， 「補
導係長」とあ る のは 「学生係長Jと ， 「厚生補導係長」と
あ る のは「学務係長」と改め る 。

一
一

一一一

四

学生の補導l乙 関す る 乙と
オ リ エンテー シヨ ン に関する こと
学生の課外教育iζ関するとと
学生の集会に関す る こと
学生団体の補導lζ関す る こと
学生の掲示， 印刷物等に関す る 乙と

八 学生の懲戒に関す る こと
九 学生の課外活動の施設， 設備の管理lζ関す る こと
十 他課及び他係l乙属しない こと

3 教務係においては次の事務をつかさ ど る 。
教育課程に関す る 乙と
入学及び卒業l乙関す る こと
在学誓書及び保証人lζ関す る こと
休学， 退学及び転学l乙関す る こと
学生募集並びに入学試験に関す る ζと
学籍並びに指導要録l乙関す る こと
学生の出欠調査に関す る 乙と
学生の学外実習に関す る 乙と
専攻生 ， 聴講生， 研究生及び外国人学生K関する ζ

七 暫備 に関す る こと
6 管財係においては次の事務をつかさ ど る 。

国有財産に関する こと
公務員宿舎の管理に関す る 乙と
国有財産及び宿舎に関す る計算書の作成並びに報告

に関す る こと
寄附lζ関す る 乙と

五 防火その他災害対策K関す る乙と
第 11 条 施設課IC'.°it':ITm係及び営繕係をお く 。
2 企画係においては次の事務をつかさ ど る 。

施設の整備計画lζ関す るとと
予算（文教施設整備費 ， 防火施設整備費及び災害復

-1-/'\ 

！日費 〉 に関す る 乙と
工事の支出負担行為lζ関す る こと
建物及び工作物の調査に関す る こと

五 他係に属しない こと
5 営繕係においては次の事務をつかさ ど る

建物， 工作物の設計に関す る こと
工事の積算l乙関す る 乙と
工事の施工lζ関す る 乙と
工事の検査に関す る 乙と
土地の測量lζ関するとと
電気施設の保全とそ の安全管理に関す る こと
建築基準法等に基 く 処理に関す る 乙と

第 5 章 学 生 部
第 12 条 学生課lζ学生係及び教務係をお く 。
2 学生係に おいては次の事務をつかさ ど る 。

学生の厚生補導並びlζ教務の総括及び連絡調整lζ関
す る 乙と

四

一
一

一
一

六

七

債権の管理lζ関す る 乙と
歳入に関す る こと
歳入歳出外現金出納に関す る 乙と

五債権歳入及び歳入歳出外現金出納l乙 関す る 計算書の
作成並びに報告に関す る 乙と

六 前渡資金の出納保ゲ？に関す る 乙と
七 給与及び旅費並びに謝金の支出負担行為に関す る こ

と
八 所得税及び地方税の源泉徴収に関す る 乙と
九 小切手振出及び整理l乙関す る 乙と
十 科学研究費等の経理l乙関す ること
十一 奨学資金の出納に関す る 乙と

5用度係においては次の事務をつかさ ど る 。
物品及び役務の支出負担行為l乙関す る 乙と
物品の管理に関す るとと
物品に関す る計算書の作成並びに報告に関す る こと
科学研究費等にかかる物品の購入に関する 乙と
自動車の管理及び運行に関す る こと
労務作業に関す る こ と

四
五

四

6 



十 七 労 務作業lζ 関 す る乙 と
十八 固有財産 の保全 lζ 関 す る こ と

十 九 公務員宿舎 の保全 に 関 す る乙 と

二十 防火 そ の他災害 対策に関 す る と と

二十 一 警備 に関 す る乙 と

4 学務 係に お いて は 次の事 務 をつかさ ど る 。

学生及び学生団体の補導 に 関 す る乙 と
オ リ エ ン テーシ ヨ ン に 関 す る乙 と

学生の課外 教育 l乙 関 す る乙 と

学生 の集会lζ 関 す る と と

学生の掲示 ， 印刷物等に関 す る と と

学生の懲戒に 関 す る乙 と

学生 の課外活動 の施設 ， 設備 の監理iζ関 す る乙 と

八 学生の願及び届 lζ関す る乙 と

九 学生の郵便物 ， 遺失物等 lζ 関 す る乙 と

十 教育課程並び に履 修 lζ 関 す る こ と

十 一 授業時間の配当 に 関 す る乙 と
十二 休講及び補講に関 す る こ と

十 三 教室 の割当整備 に関 す る乙 と

十四 入学及び卒業 に関 す る乙 と

十五 休学 ， 退学 ， 転学及び転部 ， 転科 lζ関 す る乙 と

十 六 学生及び卒業 生の進学lζ関 す る乙 と

十 七 入 学者 の選抜K関 す る こ と

十八 指導要録 lζ関 す る乙 と

十 九 成結評価 ， 課 程 の修了 及 び卒業 の認 定 l乙関 す る こ

と

二十 出欠調査 に関 す る乙 と

二十 一 教育実習 ， 学外フミ子＇.i 及び見 学旅行l乙関 す る乙 と

二十二 専攻 生 ，聴 講 生 ， 研究生 及び外国人 学生lζ関 す

る こ と

二十 三 学生の経済相談 に関 す る と と

二十四 寄宿寮 lζ関す る乙 と

二十五 営生 のアルバイ ト 及び宿 所 の あ っせ ん lζ関 す る

乙 と

二十 六

る こ と

二十 七 学生 の質 学に 関 す る こ と

二十八 授業 料の減免分延納lζ 関す る こ と

二十 九 学生及び卒業 生の職業 指導 並び に就職 あっせん

lζ関す る こ と
三十 学生の諸証 明 に 関す る ζ と
三十 一 学生の生活調 査 に 関す る乙 と
三十二 学生の保健 ，衛 生管 理lζ関す る と と
三十 三 保健 施設 ， 設備 の管 理運営 に 関す る こ と
三十四 健康診断 に関 す る乙 と
三十五 所掌事 務の調査 統計 に 関す る乙 と

第2 条 附属 図書館事 務部の所掌事務 を 次の と おり分掌 す
る 。

2 総務係に お いては次の事 務をつ か さ ど る 。

昭 和 35年？月 1 日報
申ロ園

大

山

富山大学部局事務分掌規程

富 山大学部局 事務分掌 規程を 次 の と おり 定め る 。

昭和］ 35 年 5 月 15 日

富山大学長

第 1 条 各 学部事務部の所掌 事務 を 次の と おり分掌す る 。

2庶 務係 に お い て は次の事務をつ か さ ど る 。

儀式 ， 会議及び行 事に 関 す る こ と

公 印 の管守 l乙関 す るこ と

文書の収発 ， 編集 ， 保存 に 関す る乙 と

文書の 印書lζ関 す る ζ と

出張 ， 休暇及び勤務時間の管 理 に関 す る こ と

宿 日 直 lζ 関 す る こ と

職員の各種証 明 に関 す る乙 と

渉外 事務 K 関 す る乙 と

九 公開講座等 lζ 関 す る こ と

十 任免 ，分 限 ，懲戒 及び服 務 lζ関 す る こ と

十 一 給与に 関す る こ と

十二 長 期給付及び退 職手 当 l乙 関す る こ と

十 三 公務災害 補償 に 関 す る こ と

十四 教員 組織審査 に関 す る と と

十五 人事記録 の作成及び保存 に関 す る こ と

十 六 内 地研究員 及び在 外研究員 に 関 す る乙 と

十 七 各種団体 と の連絡 に 関 す る乙 と

十八 職員の健康管 理及び福祉 に関 す る乙 と

十 九 栄典 及び表彰 に 関 す る と と

二十 諸規則 の制定 ， 改廃 lζ 関 す る乙 と

二十 一 調査及び統計 lζ 関 す る こ と

二十二 科 学研究 費等 に関 する こ と

二十 三 他 係 に属 しな い こ と

3会計 係 に お いては次の事 務をつ か さ ど る 。

会計 l乙j置 す る企画 及び調査に関 す る こ と

会計 監＇I寺 l乙関 す る と と

計算書 ， 報告 書及び統計 の作成に関 す る こ と

共済組合 （長期給付を除 く ） Iζ 関 す る こ と
予算決算 に 関 す る乙 と

支 出負担行為計画 に 関 す る こ と

諸収入lζ関す る こ と

現金の 出納 保管 lζ 関 す る乙 と

九 科学研究費等の 経理に 関 す る こ と

十 給与及び旅費等 の支払lと 関す る乙 と

十 一 奨 学金の受払 lζ関 す る乙 と

十二 物品 の管 理lζ関す る乙 と

十 三 営繕 l乙 関 す る こ と

十四 寄附l乙関 す る こ と
十五 農場並びに薬草園等 の経営 に 関 す る こ と
十 六 自動車 の管 理及び運行 lζ 関 す る乙 と

学

九
号四

五

六

七

降真原栴

一

一一

八

五

六

七

四

一

一一一 学生の厚生 施設 の管理運営 及び厚 生事業 に関 す

四

五
六

七

/\ 
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第 1 9 号

会議及び行事lζ 関す る こ と

一 公 印 の管守 に 関す る 乙 と

文書の収発， 編集保存 lζ 関す る 乙 と

四 文書の 印書lζ 関す る 乙 と

五 出 張 ， 休暇 及び勤務時間の管 理に 関す る 乙 と

六 任免 ，分 限，懲戒 及び服 務iζ 関す る こ と

七 給与 に 関す る こ と

八 長期給付及び退 職手当 に 関す る こ と

九 公務災害 補償 lζ関す る 乙 と

十 人事記録 の作成及び保存 に 関す る こ と

十 一 職員 の健康管 理及び福祉 に関 す る 乙 と

十二栄典 及び表彰 lζ関す る 乙 と

十 三 調査 及び統計lζ関 す る 乙 と

十四 防火 そ の他災害 対策 に 関す る 乙 と

十五 分館 と の連絡に関する こ と

十六 渉 外事務l乙関す る 乙 と

十七 固有財産l乙 関す る 乙 と

十八 物品 の管 理に 関 す る こ と

十 九 予算決算lζ 関す る 乙 と

二十 他係に属 し な い と と

3整 理係 に お いて は 次 の事務をつかさ ど る 。

資 料の支 出負担行為 に関 す る こ と

） 寄贈資 料等の受入l乙 関 す る 乙 と

－ 登録 に 関 す る こ と

四 分 類 に関 す る 乙と

五 目録 作成に 関 す る こ と

六 印刷目録 作成lζ関 す る こ と

七 製本並び に修理l乙 関す る 乙 と

八 資 料 の調査 統計に関 す る 乙 と

4閲覧 係 に お い て は 次 の事務をつかさ ど る 。

閲覧 及び貸 出 に関 す る こ と

ー カ ー ド の 配列 lζ 関 す る こ と

一 視聴覚資 料 の 利 用 に 関 す る こ と

四 目録 の検索 ， そ の他資料利用 に つ い て の指導並びに

参考事 務l乙 関す る 乙 と

五 図書 の保管 l乙関 す る こ と

六 文献複写 に関す る 乙 と

七 閲覧 ，貸 出 lζ関 す る各種 統計 lζ 関す るζ と

第 5 条 附属学校及び附属図書館分館 の事務室の所掌 事務

は そ れぞ れの事 務部の所掌 事務に準ず る 。

附 則

1 乙 の規程は昭和 35年 4月 1 日か ら 実施す る 。

含 乙 の規程の実 施に より 従前の富山大学学部事務分掌 規程

（昭和 26 . 6. 12 制定〉 は こ れを廃止 す る 。

5旧 制 の学校並び に廃止 さ れ た学科lζ 関す る 事務は次の区

分 に より 部局 事務 に準 じ て こ れを行 う 。
文理学部 元 富山高等学校

元 富山県立 富山高等学校

-8-

学

教育学部 元富山師範学校
及 び そ の前身 学校並びl乙附設教員養

成所

元富山青 年 師範 学校

元 富山県立青年学校教 員養成所

経済学部

元宮山県立実業 補修学校 教員養成所

元文理学部経済 学科

薬 学 部

元高岡経済専門学 校
元高岡高等商業学校
元富山薬学専門学校
元富山県立薬学専門学校
及びそ の前身 学校

工学 部 元高岡工業専門学校

富山大学学則の一部改正

富山大学学則 の一部の次 のd::. う に 改 正す る

昭和 35年 3 月 1 5 日

宮山大学長 栴 原 真 隆

第 50 条中 教育学部学 生定員 を次 の よ う に 改 め る

教育学部

第一中 等教育科 300 名

第 一初等 教育科 360名

附則 第 1 条に 次 の附則 を加え る

附 則

乙 の学則 （改 正〉 は昭和 35 年 4月 1 日か ら実 施す る

富山大学文理学部規程の一部改正

富山 大学文理学部規程の一部を次のよう に 改正す る 。

昭 和 35 年 5 月 1 5日

富 山大学長 梅 原 真 降

附表 の中 文学科 「 哲 学」 専攻 課程 「 関連科目 」 を次の

よ う に 改 める 。

0選択 科目 1 3 単位

次の科目 の う ちか ら 選択 す る

言 語学概論 2 単位

史 学概 論 2 単位

国史 学説 る 単位

東洋史概説 6 単位

西洋史 概説 6 単位

国文学史 4 単位

中 国文学史 及び中 国思想史 4 単位

英語学講義 2 単位

英米文学講義 2 単位

英語講読 2 単位

ド イ ツ 語学講義 2 単位
ドイ ツ 文学講義 2 単位

社会学原理 4 単位
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12単位

メ入口 78単位

附表文学科「国文学及び中国文学」専攻課程の関連科目
の選択科目中「日本文化史」を「国史概説JIC.「西洋文
化史」を「西洋史概説」に「東洋文化史Jを「東洋史概
説」に「日本特殊講義」を「国史特殊講義」に「日本史
学演問」を「国史学演習」にそれぞれ改める。
附表文学科英文学専攻課程及びドイツ文学専攻課程の関

連科目の選択科目中「西洋文化史Jを「西洋史概説J IC. 
改める。
附表文学科「英文学」専攻課程の関連科目の選択科目中
「フランス文学（但し将来羽講の場合）」の但し書を削
る。
付表理学科「数学」専攻課程及び「物理学」専攻課程を
それぞれ次のように改める。

専 攻 科 目 ｜ 関 連 科 目 1... , I 1自由選択科目
土｜。必修科目48単位｜。選択科目 4単位1 10単位
？？ ｜数学概論 4単位｜次の科目のうちから｜卒業論文空 ［数学概論演習 1 単位 ｜選択する 侭 し専攻科 ｜ （随立）却｜ 旧の選択科目のうちl
ご｜代数学第一 4単位｜からも選択する乙と1 10単位
程 ｜ 代数学第一演 ｜ができる

脅 2単位 ｜物理学概論 4単位
幾何学 4j単位｜一般力学 4単位

昭 和 35 l:f:: 9月1日

幾何学演習 2単位連続休の力学4単位 £畠三＝，
解析学 6単位 統計学 2単位
解析学演習 5単位 山

函数論 4単位 大

函数論演習 2単位 学
函数方程式 4単位

演
函数習方程式 2単位
数学講究 10単位

0選択科目M単位 ｜
代数学第二 4単位

演
代数習学第二 2単位
微分幾何学 4単位

演微分習幾何数 2単位
位相数学 4単位
実変数函数論 4単位
実変数函数
論演習 2単位
数理統計学 4単位
数理統計学
演習 2単位

代数学特論 4単位
4単位
4単位
4単位

幾何学特論
解析学特論
応用解析学
特論
’γl

 

＝「一
ロ 4単位64単位｜ 計

合 計 78単位

専 攻 科 目 ｜ 関 連 科 目｜自由選択科目
。必修科目40単位｜ 。必修科目 2単位｜ 8単位

物理学概論 4J私位｜敬学概論 2単位｜ 卒業理論巧・究
｜ ｜ 又は卒業実験一般力学 4単位｜ ｜ �1 0 選択科目 20単位 ｜ （随怠）

l連続体の力 I I 物｜学 4( 2）単位 ｜次の科目のうちから｜ 10単位
｜ ｜選択する ' 

理 ｜物理数学 5単位 ｜解析学 6単位
学 ｜光学 2単位 ｜解析学演t\'11 . 5単位｜電磁気学 4単位 I r舗数方程式 4単位｜専 ｜量子論 2単位 ｜函数方程式｜ ｜ 2単位攻 ｜物理学演習 5単削演習

課｜物理実験学 2単向物理化学 5単位
｜物理学実験 6単位I化学概論 4単位

程｜特別理論考究文は制生物学概論 4単位別実験のうちいず れi地物学概論 4単位か1科目 8単出地学概論 4単位
。選択科目 8単位
次の科目のうちから
選択する但し関連科
目の選択科目のうち
からも選択する乙と
ができる
論文講読 2単位
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第19 号

熱力学 2単位
統計力学 2単位
相対論 2単位
固体論 2単位
素粒子論 2単位
原子核物理学 2単位

諸喜び電 2単位
航空力学 2単位
機器設計 2単位
応用物理学 2単位
電波物理学 2単位
物理学特別講義

計 48単位｜ 計 22単位

合 計 78単位（備考（ 〉内は最低必諺単位数を示す〉

附則の次に次の附則を加える
日付 則

乙の規程（改正〉 は昭和35年3月 15日から実施し昭和
34 年 10月？日から適用する。 但し適用日 前から専門課程

に在学中のものは従前の規程による。

富 山大学薬学部規程の一部改正

富山大学薬学部規程の一部を次のように改正する
昭和ろ5年3月15日

富山大学長 悔 原 真 隆

第3条を次のように改める。
第5条 専門課程における学科目は講座科目及び講座外科

自に分け， 講座科目は必修とし，講座外科目は必修科目
及び選択科目に分ける。

2一般教育課程における学科目は必修科目， 選択科自に分
ける。
第 13条を次のように改める。

第 13条 在学期聞を通じ， 一般教育課程 及び体育につい
ては 63単位以上， 専門課程については 90 単位以上を履
修するものとする。
別表（1）を次のように改める。

( 1 ) 薬物学講座の基礎医学4 単位を削除する。
(2) 講座外の特別講義5単位を次のように改める。

必修科目
生理・解剖学 5単位
病理学 2単位
放射化学・放射線保健学 2単位
数理統計学 1単位
薬業経済 2単位

選択科目
薬学図書解題 1単位

学

附則の次に次の附則を加える。
附 則

乙の規程（改正〉は昭和35年4 月1日から実施し，昭和
35年度 2年次学生から適用する。

富 山大学教員の停年に関する

規程の一部改正

富山大学教員の停年に関 する規程の一部を次のように
改正する。

昭和35年 3月初日
富山大学長 梅 原 真 隆

第2条中「学年末に」とあるを「学 年の末日限り」と改
める。

附則の次に次の附則を加える。
附 則

乙の規程は昭和35年3月初日から実施する。

富 山 大学物品管理事務取扱規程細則

富山大学物品管理事務取扱規程細則を評議会の議を経
て次のとおり制定する。

昭和35年4 月 22日
富山大学長 梅 原 真 隆

第1章 総 則
（趣 旨〉
第 1条 本学lζ所属する物品の管理に関 する事ー務の取扱に

ついては，関係法令文は特別の定めのある場合を除くほ
か， 乙の細則の定めるところによる。

2物品中図書館資料の取扱いに関 しては，乙の細則のほか，
別lζ定めるところによる。

（定 義〉
第2条 この細則において「部局」とは，事務局，学生部，

学部及び附属図書館をいう。
2この細則において「部局長」とは，前項の各部局の長を
いう。

（物品管理事務の総括〉
第5条 本学lζ所属する物品の管理事務の総括は， 事務局

会計課長がつかさどる。
（物品管理の総合調整）
第4条 学長は，必要があると認めるときは， 物品管理官

及び分任物品管理官（以下「物品管理官」という。） Iζ対
し， その所属する物品について， その状況に関 する資料
若しくは報告を求め， 文は物品の管理については必要な
処置を求めることができる。

〈分類及び細分類）
第5条 本学lζ所属する物品の分類表及び細分類表は， そ

れぞれ別表第1及び第2IC.定めるととろによる。

- 10 -



報 昭和35年9月1日

（記号， 番号〉
第6条 物品の記号は，細分類表の記号欄に定めるところ

による。

第14条 分任物品管理官は， 毎会計年度別紙第5号様式 l 富
により運用計闘表を物品管理官に提出しなければならな

山い。
（管理換の協議〉 大2物品の番号は，細分類表の種類別毎に一連番号とする。

3管理換等による欠番は補充しないものとする。
（分類等の通知〉

第15条 物品管理官等は， その 管理する 物品について管 l 学
理換をし，又は他の物品管理官等が管理する物品の管理
換を受けようとするときは， 別紙第6号様式の物品管理
換協議書により， 部局長を経て，これを受けるべき物品

第7条 物品管理官等は分類，細分類， 記号及び番号を別
紙第1号様式の物品管理通知書により物品出納官（分任
物品出納官， 代理物品出納官を含む。 以下同じ。〉又は物
品供用官に通知しなければならない。

管理官等又は乙れをすべき物品管理官等に協議しなけれ ｜ 九

（分類換の承認〉
第8条 物品管理官等は， 物品を分類換しようとするとき

は別紙第2号様式の物品分類換伺を事務局会計課長に！提出して， 承認を受けなければならない。
（分類換の通知〉
第？条 物品管理官等は， 物品の分類換をしたときは，物

品出納官文は物品供用官iζ別紙第5号様式の物品分類換
通知書により通知しなければならない。

（百己号， 番号の標示）
第10条 物品出納富又は物品供用官は 第7条 の通知を受

けたときは， 当該物品に記号及び番号を標示しなければ
ならない。

2物品出納宮又は物品供用宮は，前条の通知を受けたとき
は， 当該物品の標示を変更しなければならない。

第2章 物品の管理の機関
（物品の出納保管事務の委任）
第11条 物品管理官等は， その管理する物品の出納 及び

保管lζ関 する事務；を別表第31ζ定めると乙ろにより委任
し， 代理させ，又は分掌させるものとする。

（物品の供用事務の委任〉
第12条 物品管理官等は， その所属の職員l乙 物品の供用

lζ関する事務を委任する場合には， 物品供用区域lζ所属

ばならない。
（管理換の同意及び通知）
第16条 物品管理官等は、 前条の規定により 乙れに同意

したときは部局長を経て管理換を受けるべき物品管理官
等に別紙第7号様式の物品管理換同意書並びに別紙 第8
号様式の管理換物品引渡通知書を送付しなければならな
し、。

2前条又は前項の場合において， 分任物品管理官が協議又
は通知する場合は物品管理宮を経由しなけれ ば な ら な
し、。

（管理換の受領通知〉
第17条 前条の規定により 管理換を受けた 物品管理官等

は別紙第9号様式の受領書を管理換をした物品管理官等
に送付しなければならない。

第2節 取得及 び 供 用
（物品の請求〉
第18条 物品供用官は，物品を請求するときは，別紙 第1

号様式の物品請求及び命令書により部局部を経て， 物品
管理官等に請求しなければならない。 乙の場合に お い
て， 修繕， 改造等を要するものについては， 摘要欄にそ
の旨を表示しておくものとする。

2前項の場合， 悶而又は仕様書を必＇.！！Sとするものはこれを
添付し， 特に説明を要するものは， 別紙として添付－しな

する主任教官若しくは課， 係の長又はこれらに準ずる者 ｜ ければならない。
に行う もの とする。 ｜ （生産， 加工， そのiUlの取得jfil11J)

2物品管理官等は，前項の規定により， その事務を委任す ｜ 第19条 職員が， 実験実習加工 及び その他の粕はつ
る場イ？？には， 別紙第4号様式によるものとする。 ｜ て取得する物品がある場合には， 次の各号l乙掲げる事項

（物品供用官の報告〉
買� 13条 物品管理官等は，前条の規定により 供用に 関 す

る事務を委任したときは， 次の各号l乙掲げる事項を記載
した書類を， 学長l乙提出しなければならなし、。

新旧物品供用官の官j敵氏ち
一 発令年月日
一 供用区域
四 その他必要事項

2前項の規定は， 供用区域を変更した場合に準用する。
第5章 物 品 の 管 理

第1節 通 則
（分任物品管理官lζ係る運用計画表の提出〉

を明ら かlとした書類lとより，所属する物品供用宮を経て
物品管理官等に通知しなければならない。

取得する物品の品目， 数量， 規格及び評価額
一 取得の時期］及び場所
一 取得の原因
四 その他必要事項

（生産品の受入及び不用の決定〉
第20条 分任物品管理官は， 前条の通長［I lζより取得しょ

うとする物品で生産品に係るもののうち直ちに不用の決
定をするものについては， 別紙第10号様式の生産品の
受入及び不用の決定伺を事務局会計課長に提出して， そ
の承認を受けなければならない。

- 11 -
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第 19 号 学

（寄付物品の通知l〕 務局会計課長に提出 し ， その承認を受けなければならな
第 21条 学長は ， 物品の寄付採納願を承認 したときは ， す し、。

みや かに別紙 第 11号様式 の寄付物品通知書により物品 ｜ 第 5章 物品管理職員等の責任
管理官に通知するものとする。 ｜ 〈使用職員の責任〉
〈補修工事等 から生ずる物品の引渡〉

第 22条 学長は ， 工事等 から生ずる物品があるときは ， す
みや かに別紙 第一 12号様式 の物品引渡書により物品管理
官等に引渡 しをする ものとする。
（工事の官給材料と して支給する場合〉

第 23条 物品管理官等は ， 契約担当職員 から 工事材料の
請求を受け ， これに同意 した場合には ， 第 7号様式の物
品管理換同意書に準じて契約担当職員に通知 しければな
らない。

2契約担当職員は ， 支給を受けた物品を消費 したときは直
ちに ， その旨を物品管理官等に通知 しなけれ ば な ら な
し、。

（返 納〉
第 24条 物品供用官は ， 供用中の物品で 供用の必要がな

いもの ， 又は供用することができなものがある場合には
別紙第 13号様式の 物品返納報告書により 物品管理官等
に報告 しなければならない。
（返 戻〉

第 25条 物品を使用する職員は ， 物品を使用する 必要が
な く なった場合は ， すみや かに ， その 旨を物品供用官に
通知 しなければならない。

2物品供用官は ， 前項の通知により物品を供用する必要が
ないと認め るときは ， 物品を使用する職員に対 しその返
戻を命じなければならない。

第 5 節 保 管
（保管状況の報告〕

第 26条 物品出納官は ， 毎会計年度末現在で保する物品
の状況を別紙第 14号様式の 物品保管状況報告書に より
年度経過後すみや かに物品管理官等l乙提出 しなければな
らない。

2物品管理官等は ， 前項に規定する物品保管状況報告書を
受理 したときは ， すみや かに ， 当該報告書の写 2通を部
局長を経て学長に提出 しなければならない。
（供用不適品等の処理〉

第 27条 物品出納富は ， その保管中の物品 （修繕若 し く
は改造を要するもの又は供用できないものと して返納さ
れた物品を除 く ） のう ちに供用若 し くは ， 処分をする乙
とができないもの文は 修繕若 し くは改造を要するものが
あると認めるときは ， 物品管理官等l乙報告 しなければな
らない。

第 4 章 処 分
（不用の決定〉

第28 条 分任物品管理官は ， 物品を 不用決定 しようとす
るときは ， 別紙第 15号様式の物品不用決定伺により事

第 29条 物品を使用する職員は ， 故意 又は重大な過失に
よりその使用に係る物品を亡失 し ，文は損傷 したときは ，
その損害を弁償 しなければならない。

2物品を使用する職員は ， その用lζ係る物品を亡失 し ， 文
は損傷 したときは ， すみや かにその 旨を所属する物品供
官に報告 しなければならない。
（亡失又は損傷の報告）

第 30条 物品出納官文は物品供用官は ， 次の 各号lζ掲げ
る事実があると認めたときは ， すみや かにその実情を詳
記した報告書を部局長及び、物品管理官等に提出 しなけれ
ばならない。
一 保管文は供用 中の物品が亡失 し ， 若 し くは故意又は

重大な過失により損傷したとき。
二 法令の規定に違反 して物品の出納 ， 保管若 し くは供

用 したとき。
三 法令の規定に従って物品の出納， 保管若 し くは供用

しな かった事実があるとき。
2部長及び物品管理官等は ， 前項の報告書を受理 したとき
は ， すみや かにその報告書を添付 して学長に報告 しなけ
ればならない。

第 6 章 雑 則
（帳 簿〉

第 31条 物品供用官は ， 物品を使用させる場合は ， 次の各
号により必要事項を明ら かに しなければならない。
一 耐久性のあ る物品を 1人の職員に専ら 使用させる場

合lζは ， 別紙第 16号様式の物品専用簿を備え ， その使
用する職員を明ら かにすること。

二 耐久性のある物品を 2人以上の職員に共同して使用
させる場合には ， 別紙第 17号様式の 物品使用簿を備
え ， その使用する職員の主任者を明ら かにすること。

三 耐久性のない物品 （郵便切手類及び乗車券を除 く〉
を使用させる場合には ， 別紙第 18 号様式の 受払簿を
備え ， 常時その受払を明ら かにすること。

四 郵便切手類文は乗車券の物品を使用させ る 場 合 に
は ， 別紙第 19号様式の郵便切手類受払簿文は別紙第
2 0 号様式の乗車券受払簿を備え ， その受払を明 ら かに

すること。
（交替の手続〉

第 32条 物品の出納官が交替 したときは ， 前任の 物品出
納官は ， 別紙第 21号様式の引継書を作成 し ，乙れを後任
の物品出納官に引継 ぐものとする。

ただし前任の物品出納宮が引継の手続をする乙とがで
きない事由があるときは ， 後任の物品出納官が引継書を
作成 し ， これに記名 して捺印 しなければならない。

- 12 -



報 昭和3 5年9月1 日
一

L 理化学機械類
M 光学機械類
N 写真及び映写用機械類
p 医療用機械類
Q 事務用機械類
R 車嗣類
s 諸機械類

器 具 ｜ その性状を変え い 理化用器具類
る 乙となく比較 ろ 光学用器具類
的長期の使用 に lま 度量衡及び計器類
耐える諸障の用 lζ 繊維用器具類
具類をいう。 ｜ ほ 運動用器具

ノ＼ 楽器類
と 医療用器具類
ち 事務用器具類
り 机類
ぬ い す類
る 書庫及び、戸棚類
丈"- 箱類
わ 街立類
か 掲示用器具類

よ 製図及び測量用器具類
Tこ 印刷製本用器具矧
れ 照明用器具類
そ 採｜庇用 器具類
ペコ 消火用器具類
ね 1；�；｝＜.1主用具煩
な 工 具類
Lっ 衛生及び清掃丹］具類
む 炊事用具類
つ 身体検査用計器類
ゐ 厚生用器具類
の 運搬用器具類
お 諸器具類

図 書 ｜ 学校図書館で使 ｜ ァ ｜ 図書
用される図書類
をいう。

標 本 ｜ 教育研究等の用 ｜イ ｜標本
lと供する動物，
鉱物， 植物等の
標本及び各符：標
型並びに出土品
をいう。

動 物 ｜ 教育
供

研究等
動

の用
に する 物を
いう。

美�� I 文化財以外のも ｜ ク ｜ 美術工廿品工� のであって， 陳 -:z>: 

列文は装飾用lζ
供する美術工芸
品をいう。

富2前項の規定は， 物品供用官が交替 した場合に準用する。
（実地検査〉

第 33 条 物品管理官等は，毎年度 5月 31日 （当日が 日 曜
臼 にあたると きは， その前日〉 及び物品出納官又は物品
供用官の交替のと き又は必要があると認めると きは， そ
の都度当該物品出納官又は物品供用官に所属する物品に
ついて検査 しなければならい。

2前項の検査には，乙れを受ける物品出納官叉は物品供用
官が立ち合うものとし， 当該物品出納官又は物品供用官
が事故により， 自ら 検査に立ち合う ことがで きないと き
は， その 代理者文は物品管理官等が 命 じた職員が立ち合
わなければな らなし、。

5物品管理官等は， 第 1 項に規定する検査をしたと きはす
みや かに別紙第22号様式の 検査書 2通を部局長安 経て
学長lζ提出しなければならない。

附 則
1乙の細則は， 昭和3 5年4 月 1 臼 から 実施する。
2 富山大学物品会計規程細則 （昭和28 年 4 月 1 日 〉 は，廃
止する。

別表 第 1
分 類 表

三竺土凶坦上一竺一一一一旦一
文部木省 ｜ 庁 用 品 ｜ 下記の経費で取得する物品

（項〉
文部木有
教育統計調査費
社会教育助成費
国立文教施設整備費

国立学校 ｜庁 用 品 ｜ 下記の経費で取得する物品 その
他国立学校の庁用 l乙供する物品

（項） 国立学校

別表 :ft} 2 
細 分 類 表

細分類 「 説 明 ｜記号 l 種 類 別
機 械 ！ 電気蒸気文は人 I A I 動力機械類

力によ って作動 I B I 電気機械類
し ， その操作及 I c I 工作加工機械類
び横造が比較的 I D I 土木建築用機械類

｜ 複雑なもので， I E I 鉱業用機械類
かつ長期の使用 I F I 農業用機械類
に耐える物品を I G I 水産用機械類
いう。 I H I 繊維用機械類

J I 印刷製本用機械類
K l サ イ ク ロ ト ロ ン等 その他1 装置

山
大
学

九
号

- 13 -



第 19 号

細竺L竺 明 ｜記号 ｜ 種 類 Bリ

学

被服及 ｜ 貸与又は供用す ｜ ケ ｜ 被服及び寝具び寝具 ｜ る 被服及び寝具｜ 等をい う 。

管材料 ｜ 建物の工作物の ｜ コ ｜ 原材料品目口 i 移築 ， 改築， 以
り 壊 し等に よ り
物品に編入す る
木材等又は営繕
用 の原材料をい
つ 。

貴金属 金胤N円ι’’

 

用
問

の

金

等

貴

究
る

研
す
う

育
供
い

教
に
を

薬 品 ｜ 教育研究及び実 ｜ ス ｜ 教育研究用薬品
験実習用 lζ使用 ｜ セ I rr用薬品
す る 薬品をい う

消耗品 ｜ 比較的長期の使 ｜ ソ ｜ 用紙類
用 に耐えな い も ｜ タ ｜ 診療用紙類
の及は き 損 しゃ ｜ チ ｜ 封筒類
すい も のを い う ｜ ツ ｜ 文房具類

テ ｜ 感光材料類
ト ｜ 印刷物類
ナ ｜ 切手回数券類
ニ ｜ 燃料類
ヌ ｜ 油類
ネ ｜ 医療用品類
ノ ｜ 実験実宵用品類
ハ ｜ 清掃用品類
ヒ ｜ 雑用類

生産品 ｜ 教育研究及び実 ｜ フ ｜ 生産品
験実習 に よ って l
生産 さ れた物品
をい う 。

備考 こ の細分類表は ， 分類表の各分類の細分類 と す る
な お ， 細分類表の所凶物品は別に定め る 。

別表 第 3
1 . 物品出納官び代理物品出納官

｜ 物品 出納 1 代理物品 ｜
部 局 ｜ 官 と す る ｜ 出納官と ｜ 委任する 事務の範囲

｜ 官 職 ｜ す る 官職 ｜
事 務 局 ｜ ｜ ｜ 事務局及び学生部に属

｜ 用度係長 ｜ 総務係長 ｜ す る 物品の出納及び保
学 生 部 ｜ ｜ ｜ 管に関す る 事務

文理学部
教育学部
経済学部
薬 学 部
工 学 部 1

各学部！と属する物品の
会計係長 ｜ 庶務係長 ｜ 出納及び保管に関する

事務

物
関

る
に

す
管

員
保

に
び

館
及

書
納
務

岡

山山

事

腐
の
る

附
品
す

長係昨日見閲長係務込町ゐ長引属
館書

附
図

2 .  分任物品出納宮
｜ 分任物品 ｜ 

部 局 ｜ 出納官 と ｜ 分掌 さ せ る 事務の範囲I す る 官職 ｜ 

I l 附属図書館に属する 図書の出
附属図書館 ｜ 整 理 係 長 ｜I ｜ 納及び保管に関す る 事務

別紙様式省略

富山大学附属図書館資料管理

事務取扱規程細則

富山大学附属図書館資料管理事務Ji＼＜＇.�·及規程細則を評議
会の議を経て次の と お り 制定する 。

昭和 35 ；，：下 4 月 22 日
宮1J1大学長 栴 原 真 降

第 1 章 総 則
（趣 旨）

第 1 条 木学に所属す る 図書館資料 （以下 「資料」 と い う 〉
の管理に関す る事務の取扱については関係法令文は富山
大学物品管理事務取扱規程細川 （以下 「物管細則J と い
う 〕 に よ る 外 乙 の細則の定め る と こ ろ に よ る。

（定 義）
第 2 条 こ の細ll.IHζおいて資料と は学校に お け る 教育 ， 研

究のための文献及び レ コ ー ド ， ス ラ イ ド ， フ イ lレ ム等を
い う 。

2 事務用の備品図書は資料と して取扱 う 。
（分類及記号〉

第 3 条 資料の分類及び、［；己号は物管細則の細分類表l乙定め
られた 「図書」 に よ る 。

第； 2 章 管 理 の 機 関
（出納官 ， 供用宮）

第 4 条 分任物品管理官は資料の出納保管並びに供用 に 関
す る 事務を別表の定め る と 乙 ろ に よ り 委任 しな ければな
ら なし 、。

2 分任物品管理官は前項に よ り 資料の管理lζ 関す る 事務
を委任 した と き は ， 物管細則 第 13 条 に よ り 学長に報告
しなければな ら な い。

第 3 章 資 料 の 管 理
（資料の区分）

第 5 条 資料は次の区分に よ り管理す る も の と す る 。
一 備品と して取扱 う も のは長期保存の価値のあ る一般

図書， レ コ ー ド ， ス ラ イ ド ， フ ィ ルム等をい う
こ 消耗品と して取扱 う も のは長期保存の価値のない新

聞 ， 雑誌， 加除式法令 しゅ う 覧の加除録の加 き も のを

- 14 ー



信三＝，邑

山

大

昭和 35 年 9 月 1 日

は廃止す る。

分任物品出納官

山口ナ委 任 す る 事 務 の 範 囲

附属図書飴に所開す る
資料の 出納及び保管に 関す る 事務係整 理

一
九
号

物 品 供 用 官2 .  

い う
三 学術雑誌類は製本 の う え備品と して取扱 う

〈管理換〉
第 6 条 資料を管理換 し又は管理換を受け よ う とす る と き

は ， 関係法令l乙定め る 管理換手続に よ る。
（資料の取得〉

第 7 条 物品供用官は資料を請求す る と き は ， 別紙第付様
式に よ り 分任物品管理官lζ請求 しな ければな らない。

2 物品供用官は他部局の 予算に よ る 資料を請求す る と き
は 当該部局長を経て提出 さ れた前項の請求書 に よ ら な け

報

供用場所 I �手習喜 ｜ 委任す る 事務の範囲
一一一一丁 一一一一ーで碕友否支重平取豆正百扇館 ｜ 整 理 係 長 ｜ す る

｜ ｜ 資料の供用 に 関 す る 事務

薬学部分館 ｜ 分 館 長 ｜ 薬学部分館 に所属す る｜ ｜ 資料の供用 lζ関す る 事務

工学部分館 ｜ 事 務 主 任 ｜ 工学部分館lζ所属す る｜ i 資料の供用 に関す る 事務

本

省間九別紙様式

富山大学協議会規程の一部改正

富山大学協議会規程の一部を評議会の議を経て次のよ
う に改正す る 。

｜！日和1 35 年 s n 1 s  n 
宮山大学長

):fS 2 条を次のよ う に改め る。
（権 限〉

第 2 条 協議会は教育公務員特例法に よ り 協議会の権限lζ
属せ しめ られた事項を審議す る。
:;:rs 3 条を次のよ う に改め る 。

（構 成〉
第 3 条 協議会は次iζ掲げ る 協議員で組織す る 。

評議員
二 附属図書館長
第 5 条�s 2 項を次の よ う に改め る 。

2 学長lζ事故あ る と き 又は 学長 自 身の 乙 と を審議す る と
き は ， 学長の指名す る 協議員が乙 れに代る 。
第 6 条を次の よ う に改め る。

第 6 条 協議会は次の各号l乙掲げ る 場合lこ学長が ζ れを招
集す る 。

学長が必要 と 認めた と き
二 協議員の 3 分の 1 以上か ら 付議すべ き 事項を示 して

申 出があった と き
第 7 条を次のよ う に改め る 。

第 7 条 協議会は構成員の ろ 分の 2 以上が出席 しな ければ
議事を聞 く 乙 と がで き ない。

2 議事は 出席協議員の 3 の 2 以上の同意を 得な ければ 議
決す る こ と がで き ない。
第 8 条中 「庶務課長」 を 「事務局長」 に改め る 。
附則に次の附則を加え る 。
乙 の規程 （改正〉 は昭和 35 �t: 8 月 18 II か ら実施す る 。

院;rr 原t

 

ν引

ればな ら な い。
第 8 条 館長は資料の寄付採納願を承認 し た と き は分任物

品管理官に通知 しな ければな ら な し 、。 I 
（寄付 ， 製本 ， 振替に よ る 受入〉 ； 

第 ？ 条 物品供用官は次の事由は り資料を備品問入れ ｜
ょ う と す る と き は ， 別紙第同様式に よ り 分任物品管理官
lζ請求 しな ければな ら な い。

こ の場合摘要欄lζ受入種別を明かにす る も の と す る 。
寄付を受けた資料の う ち保存の価値の あ る も のを受

入れる と き
二 製木によ り資料を受入れる と き
三 消耗品を備品lζ振替え る と き

（資料の組替）
第 1 0 条 物品供用官は受入済の資料を分冊 又は 合冊lζ よ

り組替 し よ う とす る と き は別紙第悼の様式に よ り 分任物
品管理官に請求 しなければな ら な い。

（寄付受入等の報告）
第 1 1 条 分任物品管理官は第 ？ 条及び節 rn 条の規定 に よ

る資料の増減があった と き は物品管理官に報告 し な け れ
ばな ら ない。

（供 用）
第 12 条 資料の供用 lζ 関 しては 本学＇�＂＂属図書館閲覧規則

の定め る と こ ろ によ る。
!if� 4 章

(1脹 7等）
m 1 3 条 資料の記帳は次の各号によ る。

管理簿， 出納簿， 供用簿は文会総第 56 号 （昭和 32
年 12 月 ） の通達に よ る諸帳簿と す る 。 従来の 図書原
簿及び事務用 カ ー ド 目 録を補助簿 と す る 。

二 逐次刊行物 ， 雑誌等は 訓令 （昭和 32 年 5 月 〉 第 33
条第 2 項に よ り別紙第同様式の カ ー ド簿と す る 。

三 前号以外の消耗品資料は訓令 （昭和 32 年 5 月 〉 に示
さ れた供用簿 （丙） 様式と す る 。

第 14 条 分任物品管理宮は物管細則第 33 条の規定に よ り
資料を検査 し報告 しなければな ら ない。

附 則
乙 の細則は昭和 35 年 4 月 1 日 か ら 実施す る 。
富山大学附属図書館資料取扱規程細則（昭和 28 年 ？ 月 〕

日lj雑

2 
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学第 19 号
一

動
一

…

異
～

山

事
…

）

人
…

｜ 発 令現 官 職 ｜ 氏 名 ｜ 異 動 内 容 l 年 月 日岐 阜 大学教授 ｜ 高 指 梯 蔵 ｜ 講師 （富山大学教育学部） ＇ζ併任する I 34 .  1 2 .  1 I 富農 学 部 ｜ ｜ 任期は昭和35年 2 月 29 円 までとする ｜ ！ 矢 野 武 夫 ｜ 講師 （宮山大学文理学部〉 に採用する I 34 .  1 2 .  1 3 I ｜ 任期は昭和35年 5 月31 臼 までとする ｜ ｜ 
森 川 宗 一 ｜ 講師 （宮山大学工学部） I乙採用する ｜ 話 2 .  1 I ｜ 任期は昭和35年 5 月 10 日 までとする ｜ ｜ 

空 学 書 ｜ 村 中 正 副額語需零許需古る 1－－�� 3－.－－可
愛 理 学 警 ｜ 島 崎 藤 一 ｜ 鶴間誤差号貴子官堅手る I II I 

渡 辺 義 一 ｜
峰 川 栄 作 ｜
和 田 徳 一 ｜
佐 々 木 龍 作 ｜

｜ 沢 泉 重 夫 l
要 教 授 ｜ 林 三 雄育 学 部 ｜助 教 事 ｜ 田 中 文 信 ｜経 済 学 即 ｜ I 助 教 授 ｜ ｜ 薬 学 部 ｜ 三 Y 野 間 治 ｜
里 究 理 佐 需 ｜ 平 木 道 幸 ｜ 助手 （工学部〉 岨置換する ｜ 話 3 .  3 I 

山 口 清 一 ｜ 事務員 （工学部） 峨用する ［ 話 3 .  16 1 
木 谷 文 男 ｜ 技術員 （工学部） 峨用する I I I 

話 属 小 学 設 ｜ 新 村 作 ｜ 辞職を承認する 1 35 . 3 . 引 ｜
事 務 補ぷ 員 ｜ 増 田 夏 樹 ｜文 理 学 部 ｜ ｜ 研 究 補 佐 員 l 西 野 敦 子 ｜薬 学 部 ｜ ｜ ァ�I��；弓「 H 下 II I －τ 
� $�？＆ ＼噌 ｜ 清 水 輝 次 ｜ 融在言語表軒開設でとする 1 35 . 4 . 1 I 文
五 喜 義 I I 山 田 啓 耐 ｜ 諸君I��治労吉野君良 時任する l II ｜ 富
i�i!l l 村 上 清 造 ｜ 差出言語器禁縮担保る I II ｜ 文
高属京学義教事 ｜ 小 西 信 三 ｜ 富山大学教育学部附属小学校教頭吋任する I " I 
叫 平 ｜ l 人事院規則1 1- 4 第 3 条第 1 項第 1 号の規定によ ｜ 一一一一一寸護 学 説 ｜ 大 浦 彦 吉 ｜ り休職にする休職の期聞は昭和36年 同31 日 まで I 35 . 4 .  1 I 富｜ ｜ とする ｜ ！ 
霊 済務学 長 ｜ 田 村 淑 子 ｜ 辞職を承認する I II I 
高h:-tr石忌 定 三 I I肢諜重量警官I�提言語；��－�－；－下�
文 部 事 務 官 l I I I 補 導 課 ｜ 井 波 勝 二 ｜ 富山大学補導課教務係長は富山大学学生課教務係 ｜ II I 教 務 係 長 l l 長 となった ｜ ｜ 文 部 事 務 官 ｜ I II I I 補 導 課 ｜ 黒 田 信 吉 ｜ 富山大学補導課補導係長は富山大学学生課学生係 ｜ ｜ 補 導 係 長 ｜ ｜ 長 となった ｜ ｜ 
文 部 事 務 官 ｜ I /1 I I 補 導 課 ｜ 大 畑 憲 治 ｜ 吉山大学補導課勤務は富山大学学生課勤務となっ ｜ ｜ 

，， 

，， 

庁
学大

令

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

山
発

育 学
，，ノ

ノr

教教

，， 

，， 

省

省

学

学

大

大

部

部

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

〆〆

，， 

，， 

I勾

山

，， 
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報 昭和 35 年 同 1 日
｜ 御 福 富 美 子 l II I II I II ｜ 富

一丁一一一一一一一雷E天事事番組議扇宮古夜1£1Q""1J－一一一
｜ 

一「一一一一一一 l 山
｜ 草 島 幸 雄 ｜ 富山大学補導課勤務は富山大学学生課勤務となっ l I I γ I 
I I た I I I 大文 部 事 務 官 ｜ ｜ 一 I I I 文 理 学 部 ｜ 野 村 信 生 ｜ 富山大学文主学部学務第一係長 lζ配置換する I II I II 1 学厚 生 補 導 係長 ｜ ｜ ｜ ｜ 支一部 事 務 官 ｜ ｜ ァ ｜ 教 育 学 部 ｜ 鏑 木 隆 二 ｜ 富山大学教育学部厚生補導係長は富山大学教育学 i I I 厚 生 補 導 係長 ｜ ｜ 部学務係長となった ｜ 一」文 部 事 務 官 ｜ I II I I 経 済 学 部 ｜ 高 倉 弘 一 ｜ 富山大学経済学部厚生補導係長は富山大学経済学 l I I 厚 生 補 導 係長 ｜ ｜ 部学務係長となった I I 文 部 事 務 官 ｜ ｜ ア ｜ 薬 学 部 ｜ 野 村 善 一 ｜ 富山大学薬学部厚生補導係長は富山大学薬学部学 ｜ I I 厚 生 補 導 係長 ｜ ｜ 務係長となった ｜ ｜ 文 部 事 務 官 ｜ I II I I 工 学 部 ｜ 藤 森 清 一 ｜ 富山大学工学部厚生補導係長は富山大学工学部学 ｜ γ ｜ 厚 生 補 導 係長 ｜ ｜ 務係長となった 一一一 ｜ ｜ 

，， 

II 

，， 

，， 

警 済 学 窓 ｜ 淡 路 憲 治 ｜ 助教授岬任させる I II l 文 部 省

三 田 村 孝 ｜ 教務員 （工学部〉 峨用する i 3s . 4 .  1 I 富 山 大 学
｜ 泰 地 靖 弘 ｜ 経営短期大学部助手峨用する I II ｜ 叡諸経営短
｜ 森 田 弘 ｜ 教諭 （附属小学校〉 峨用する I II ｜ 富 山 大 学

誌 属 中 学 理 ｜ 水 井 謹 作 ｜ 富山大学経営短期大学部助教授に転任させる I II ｜ 文 部 省

委 理 学 器 ｜ 岡 本 基 ｜ 昭和弱年 5 月引 日限 り停年は り退職 した I II I 
｜ 下 斗 米 最 ｜
｜ 平 岡 伴 一 ｜ ，， 

喜 弘号言｜ 野 上 泰 男 ｜ 事務員 （経済学部） �ζ配置換する ｜ ーア寸 富 山 大 学
襲 撃 言 ｜ 本 田 亘 子 ｜ 名古屋大学同向させる 一下 H ｜ 
夏－；－；－w玄一 男 ｜ 金沢大学吋向させる I - II I J－；司��� 雄 ｜ 講日間一 I II I 
空 学 思 ｜ 風 巻 恒 司 ｜ 助教授時任させる I II ｜ 文 部 省

一一－ �正7「時雨前王手配［f*ifrf-6 - - r�－－－－ri－ �bす予i I P-NJ!i llH和5巨µ 9 月30 上l ま でとする :.1 I 一一一－fi&li一五Iおお住吉瓦民主��d民－ffii-_6__ - 一 r － －－－－�
，
－ －－－1一一τ一一

－ －－，�；－＂�－;i 講師 （教育学部） I乙採用する 一一一一一「－
水 野 昇 平 ｜ 教諭 （附属中学校〉 峨用する ｜ 

｜ 鈴 木 恵 子 ｜ 研究補佐員 （薬学部〉 峨用する j II I 
l 谷 口 貞 子 ｜
｜ 渡 辺 倭 文 子 ｜
｜ 中 田 晶 匂 ｜ 事務補佐員 （文理学部） 叫用する l II I ·1 1 闘 て育l庶輔布商用する 一「福 田 実 任期は昭和36年 3 月 31 R までとする ｜ 雇 一一百丁一一一一一一一「一一一三一一一一 一

I i 
（富 山 大 学） ｜ 米 村 長 敏 ｜ 医員 （ ，も il1大学本部〉
薬 学 部 ｜ ｜ 任期は昭和36年 5 月 31 日 までとする I I r II ｜ 任問新する ｜ 任期は昭和36年 3 月31 日 までとする ｜ 

，， 

医 員 ｜ ｜ 任用を更新する I . I 
（ 選 出 李 言） ｜ 内 田 重 遠 ｜ 任期は昭和3削 月31 日 までとする J II ___ ] II 
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学第 19 号

II 

，， 

，， 

｜ 阿 部 清 一 ｜ 鶴
F 山 大 号 ｜ 酒 列： 義 昭 i 任悶新する I I ： 理 学 部 ｜ ｜ 任期は昭和36年 5 月31 日 まで とする ｜ ｜ 医 員 ｜ ｜ ｜ ｜ 
（裏 書 室 主） ｜ 小 林 金 次 l II I II I 
医 員 ｜ ｜ ｜ ｜ 
（富 山 大 学） l 松 田 三 知 l II I γ ｜ 工 学 部 l ｜ ｜ ｜ 
匡一一一 員 ｜ I I I 
（妻 皇 室 言） ｜ 福 田 博 ！ II I γ ｜ 
医 員 ｜ I I I 
（裏 皇 室 主） ｜ 草 島 孫 三 l II I II I 

｜ ヒ ユーブラ ウ ン i II I II I 
言 ｜ 御 器 谷 竹 夫 ｜ 辞職を承認する ｜ ぁ 4 .  4 1 

1 尾 崎 進 ｜ 観ii；完藷ミ官官1�I長る 一｜ ぁ 4. 6 1  
｜ 鱗 谷 喜 兵 衛 講師 側大学教育学部） 峨用する I l 任期は昭和5別 府1 日 ま でとする ｜ 
｜ 太 田 正 行 l II I II I 
｜ 奈 賀 隆 雄 l II I II I 
i 西 出 靖 夫 1 �－：－－ 一一一丁つI
｜ 大 沢 多 美 子 j II I II I 
｜ 小 柳 津 三 郎 l II .  I II I 
日干F市言語翠有語���！る 一一「－：：－「つ
｜ 福 田 実 ｜ 盟諸記事務官官波野Zる ｜ 一�寸一一一寸志子重 春 ｜
｜ 矢 後 正 之 l II f II I 
｜ 石 黒 光 結 l II I II I 

妻 自 李 主 ｜ 藤 升 昭 二 l II I II I 
｜ 参 納 純 三 l II 1 35 .  4 .  s J 一一一…一「工会五日 ｜ 一一一ァ 一一一一一寸 II I II 

-

F芳助教富 ｜ 岡 田 一 男 ｜ 開高耳語君主���r寝る 1 35 .  4 .  1 0 「－－；：－一－
金沢支学聖教富 ｜ 鈴 木 寛 ｜ II I II I w;－云三 授 ｜ �で汗If万否衆国へ出張を命ずZ一一 －－�I I 文 理 学 部 ｜ 児 島 叙 I Jm聞は昭和35年 4 月 10 EJ よ り昭和36年 4 月 刊引 II I ｜ ｜ で とする ｜ ｜ I FO 上 修 I �； ii融李登顎諮辺堅手Zる 1 35 .  4 .  1 1  i 

f*tt�忌 ｜ 君臨ii融事詩清古関支－ 1 35 .  4 .  12 \ 
｜ 武 田 正 孝 l II I II I 
｜ 田 辺 普 i II I II I 
｜ 塩 岡 貞 次 郎 1 �－－：－－－ 「7寸
｜ 渡 会 春 雄 l II I II I 
｜ 日 南 田 義 治 ｜
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学
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号

山
大

昭和 53年 9 月 1 日

助文一用工一技工

報

｜ 原 富 慶 太 郎 ｜ 講師 （富山大学教育学部） 時用する ｜ ぁ 4 .  1 3 1 宮任期は昭和36年 5 月 31 日 ま でとする ｜ 
｜ 田 中 道 夫 ｜ 講師 （富山大学文理学部〉 峨用する ゾ ｜ 任期は昭和36年 5 月31 日 までとする ｜ 
｜ 増 山 乗 真 ｜
｜ 松 倉 博 一 ｜
｜ 菊 地 靖 雄 ｜
｜ 野 村 芳 郎 ｜
｜ 沢 井 宗 隆 ｜
！ 中 性 哲 ｜
｜ 大 田 栄 太 郎 l 書館fi�提訴鷲昔話甥Zる I II I 
｜ 楠 顕 秀 ｜ 講師 （富山大学文理学部〉 峨用する ｜ 任期は昭和36年 3 月31 日 ま でとする I 金沢大学助教授 ｜ ｜ 講師 （富山大学文理学部〉 に併任する ｜ ｜ 理 学 部 ｜ 木 戸 睦 彦 ｜ 任期は昭和記年 3 月引 日 までとする ｜ ソ ｜ 

霊宝可 ｜ 都 島 日「－τ－ 上ムコ
安沢喜学聖教室 ｜ 岩 井 隆 盛 ｜ 君臨高品都競弘昭男る i II I 
F警官三子 襲 ｜ 入 沢 寿 夫 ｜ 融諸需要�r賢官L昭男る I ,, ｜ 文
文部教官 教 授 ｜ 植 村 元 覚 ｜経 済 学 部 ｜ 凡 ｜静野 ｜ 水 井 謹 作 ｜ 輔副総噴出出る 十 ｜宮
文部教官 講 師 ｜ 海 道 勝 稔 ｜ 富山大学講師 （文理学部） Iζ併任する ｜ ァ ｜ 経 済 学 部 ｜ ｜ 任期は36年 3 月31 日 までとする ｜ ｜ 文部警官 講 師 ｜ 泉 敏 郎 ｜教 育 学 部 ｜ ｜ 

｜ 有 沢 一 男 ｜ 融諸君思議鷲色町長る I ,, I 
｜ 安 藤 幸 ｜

r�g��霊 i 池 田 直 視 ｜ 害賠鵠懇 話器官：���1�する I ,, ｜ 文
再開 ｜ 白 井 主 朗 ｜ 一二一 ー 「一二己

｜ 松 為 周 従 ｜
｜ 田 中 久 雄 ｜文部警官 教 授 ｜ 佐 々 亮 ｜ 富山大学教授 （文理学部） に併任する ｜ γ ｜ 教 育 学 部 ｜ ｜ 任期は昭和35年 ？ 月初日 までとする ｜ ｜ 
｜ 林 勝 次 ｜文部教官 教 授 ｜ ｜ ｜ 三 国 一 義 ｜経 済 学 部 ｜ I 
［干五一ご王子｜ 講師 〈富山大石享高石東南子T ｜ 珂 4 .  1 6 r I 1 任期は昭和36年 5 月 31 日 までとする I I 
1 近 藤 正 男 ｜
｜ 尾 崎 進 講師 （富山大学工学部） 吋任する I l 任期は昭和5伴 5月 31 日 までとする I 
｜ 谷 周 三 I i昔前官阪野蔀ア調子γ－�－：；－寸I ｜ 任期は昭和35年10月 1 0日 ま でとする I I 
｜ 五 十 嵐 清 平 ｜ 臨時用務員 （霊能誇喜） 峨用する ｜ ぁ 4 叶 豪首ブ＇＂＊－�持

寄 ｜ 岡 崎 初 雄 ｜ 教授岬任させ⑤ J 35 . 4 . 2 s J 文 部 省

!t i 森 田 は る ｜ 辞的認する 一 一＿bs�竺｜ 富
長 ｜ 田 中 千 代 ｜
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第 19 号 学

事 務 員 ｜ 林 友 太 郎 l II I II ｜ 富 山 大 学経 済 学 部 ｜話事i守�瓦己、瓦「－－－－－－；：－ 「�－－－r-- ��－－ 

技 能 員 ｜ 藤 田 友 治 郎 ｜薬 学 部 ！ ｜ 用 務 員 ｜ ｜ 工 学 部 ｜ 布 橋 与 作 ｜文 部 事 務 官 ｜ ｜ ｜ ｜ 東 北 大 学 ｜ 田 中 喜 彦 ｜ 宮山大学事務局長に配置換する I 35 . 5 .  1 I 文 部 省庶 務 部 長 ｜ ｜ ｜ ｜ 文 部 事 務 官 l富 山 大 学 l 吉 田 勇同日事務局開置換する ｜ 事 務 局 長 l
｜ 増 岡 愛 子 ｜ 雌員 江学部炊婦〉 岬「一 ｜ 事務桶荏頁て王享蔀〉一τ藻肩する 一一「 I ｜ 岡 田 和 子 ｜ 任期は昭和35年1 2月31 臼 ま で とする ｜ γ I 

委 理務学 ； 1 高 戸 耕 作 ｜ 文部事務官同官させる I II I 
｜ 四 日 栄雨J「 Y 一一一回

文 部 事 務 官 I ＋ 十 ！ 阿 波 勝 二 ｜ 工学部庶務係長l乙配置換する ｜ 学生課教務係長 ドr ｜ 芸品需品_I_!:_ _ _ �－－！��己主一長吋竺一一一一一上二一一一 12 部 専 務 室 ｜ 藤 田 信 二 ｜ 闘能率係長lζ昇任させる I II I 一

｜ 早 崎 竺B会計課管財係長lさ竺豆一一一一 I 
_ ＿：＿＿＿＿上＿＿11＿一

定 部設技 裏 ｜ 沖 健 松 ｜ 施設課営繕係長l乙昇任させる ｜ 一二_L一二
委 主事J 喜 ｜ 若 林 峰 次 ｜ 文理学部学務第二係長lζ昇任させる 一一 」 II I 
斎富喜志冨f±*「盛 治 ｜ 経済学部庶務係長i毛り主三－ L一二 J_ - ，�一一一
語 苦 言 書 夏 ｜ 平 岩 広 一 ｜ 附属図書館総務係長側壬させる I II I 
義 済能学 長 ｜ 高 見 麗 子 ｜ 庶務課哨置換する I II J 

j土＿i＿�＿長一回 －－�－－！�－二_j 会計課哨置換する ｜ 二一 ｜
品�IJ且竺－ �－－－竺L一一二一一一一一 ｜ ょ」
芸 部 書 務 裏 ｜ 高 杉 正 範 ｜ 施設課明置換する I II I 
.rlt�lI�土��＝－－三竺竺型空乙 －－ I II I 技 能 J員 ｜ ｜ ｜ 奥 田 雅 子 ｜庶 務 課 l ｜ I w�学 長 ｜ 民 」U女」言_I 事務員 （教育学部〉 に配置竺竺竺�一二J II 

文 部 事 務 官1 I I 庶 務 5日 間 弘 ｜ 庶務課人事係長の併任を解除する I , I 課 長 補 佐川 ｜ ｜ 文 部 技 官 ｜ I I I 施 設 課 ｜ 瀬 川 義 広 ｜ 施設課企画係長の併任を解除する ｜ ソ ｜ 課 長 補 佐 ｜ I I I 文 部 事 務 官 ｜ ｜ ｜ ｜ 工 学 部 ｜ 鎌 仲 百 之 介 ｜ 工学部庶務係長の併任を解除する I I I 事 務 長 補 佐 ｜ ｜ ｜ ｜ 文 部 事 務 官 ｜ ｜ ｜ ｜ 教 育 学 部 ｜ 谷 間 静 雄 ｜ 庶務課人事係長に配置換する I ., I 庶 務 係 長 ｜ I I I 文 部 事 務 官 ｜ ｜ ｜ ｜ 工 学 部 ｜ 中 島 国 衛 ｜ 会計課用度係長に配置換する ｜ γ ｜ 会 計 係 長 ｜ ｜ ｜ ｜ 文 部 技 官 ｜ ｜ ｜ ｜ 施 設 課 ｜ 前 島 健 治 ｜ 施設課企画係長に配置換する ｜ ァ ｜ 営 繕 係 長 ｜ ｜ ｜ ｜ 文 部 事 務 官 ｜ ｜ 薬 学 部 ｜ 野 村 善 一 ｜ 学生課教務係悶置換する I ., I 学 務 係 長 ｜ ｜ 
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報 昭和 35 年 9 月 1 日
文 部 事 務 宵 ｜ I I I 経 済 学 部 ｜ 若 林 良 古 ｜ 教育学部庶務係長 に配置検する I II I II ｜ 品
1LJ室一五一五上一 ！ 一一一 一 回 一一一一一一 一一一一 一 ！一 一 一一一！ 一一 一一一 ｜ 山文 部 事 務 官 ｜ I [ I I 
薬 学 部 I ；白 井 弘 ｜ 教育学部会計係長 に配置換す る I II I II ｜ 大会 計 係 長 ｜ J I I I 文 部 事 務官 ｜ ｜ ｜ ｜ l 学附 属 図 書 館 ｜ 吉 田 徳 正 ｜ 経済学部会計係長 に配置換す る ｜ ソ I I 総 務 係 長 i I I I 文 部 事 務 官 ｜ ｜ ｜ 経 済 学 れ 見 字 佐 男 ｜ 経済学的係長に配置換する ｜ γ ｜ 会 計 係 長 ｜ ｜ ｜ 
烹 郎 事 務 官 ｜ ｜ ｜ ｜ l 九教 育 学 部 ｜ 民 谷 ）明 治 ｜ 薬学沼会号 ｜係長に配置換す る I II I I l 巴会 計 係 長 ｜ ｜ 文 部 事 務 官 ｜ I I I 経 済 学 部 l 高 倉 弘 一 ｜ 薬学部学務係長に配置換する ｜ γ ｜ 学 務 係 長 ｜ I I I 
2 育務学 書 l 高 井 清 ｜ 用務員 （教育学部） ＇乙配置換す （定員内） ·1 II I 
5 属 語 稚 自 ｜ 野 田 好 一 ｜ 用務員 （教育学部） 叩置換す る \_ II I 
技 能 員 ｜ I I I 工 学 部 ｜ 中 村 フ サ ｜ 技能員 （工学部） に配置換す る （定員内） ｜ ァ ｜ 炊 婦 ｜ I I I 
�l r�tft!／ 詰 ｜ 野 尻 件 寄 夫 ｜ 事務員 （教育学部〉 明置換する I II I 
話 器 官 事 長 ｜ 清 水 光 忠 ｜ 事務見習 （問中学校〉 叩置換する I II I 
安 宅事l l l 山 下 芳 和 ｜ 附属図書館に配置換する I II I 頁瓦時助教授 ｜ 制 勝 丞 ｜講師 （宮山大学薬学部〉 にDI任する ｜ ァ ｜ 医 学 部 ｜ ｜ 任WJは11{1和361r手 3 月 31 [1 ま で とす る ｜ ｜ 文 部 教 官 ｜ ｜ ｜ ｜ 教 授 ｜ 室 町 繁 雄 ｜ 講師 （金沢守学工学部〉 に併任する I II ｜ 金 沢 大 学工 学 郎 ｜ ！ 日 ｜ ｜ 

｜ 森 棟 降 広 ｜
教 授 ｜ 清 水 郎 次 ｜ 認定講問委員会委員を命ずる I II ｜ 宮 山 大 学三一旦三笠一旦LI�一一一一一一l_Jf盟問自芝生土辺自主主エと土る ｜ 一一一ー ｜ 

｜ 田 中 専 一 郎 ｜
教 ---W-� .,.,. I 制定詰百萎頁否�-rr��する 一一－1一一一一 ｜教 育 学 部 I v;: 々 川 ｜ 任 jりlは昭和371- , ,: 4 JJ �O I］ ま で と す る I II I II 

｜ 山 木 他 府 l
空 学 寄 ｜ 井 上 浩 ｜

｜ 室 町 繁 雄 ｜
助 教 t§t I ｜ 昭和35年度文部行内地研究員室命ず る ｜ ｜ 工 学 � I 広 岡 怖 二 ｜ 但 しl沼和3叩叩

I I J幾化学を研究』する も の とする ｜ ｜ 
叫 平 ｜ I lザf和35＼下度文部？』？内i也研究毘を命ずる ｜ ｜ 翼 学 福 ｜ 上 田 道 広 ！ 但 し附和36年 2 )-j 28 1:1 ま で京部大学l乙おい て諸E弁lj I γ I I I 学薬品分析学を研究するものと する I I 

i 広 田 弘 雌 ｜ 講r:11i c富山大学経済学部） 峨用する ｜ ぁ 5 .  7 1 任肌は昭和35年 ？ 月 30 l］ ま で と する ｜ ｜ 一一一一一｜ 玉河 江 鴻 － 1-f!Tf疏在百（薬学部〉 同用する 寸玄�o一一一τ｜ ｜ 任期lは昭和百年10月 31 日 ま でとする I I 
｜ 水野間 哲 ｜ 事務補佐員 （教育学部〉 同用する I II I 
｜ 手 塚 作 治 ｜ 用務員 （工学部作業員） 時用する 1 35 . 5 . 1 1 j 
！ 金 場 末 男 ｜ 用務員 （工学部〉 峨用する ｜ 

護 育 学 窓 ｜ 山 本 拠 麿 I �和5舛度富山大学科学教育研究室制民を命ず ＼ 35 . 5 . 1 6 \ 
｜ 地 川 栄 作 ｜

助 教 授 ｜ ｜ 教 育 学 部 ｜ 福 島 栄 七 i II I 
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1'j'S 1 9 号 学

教 授 ｜ I 工 学 ；＼I) I 高 純 ｜；ネ 弘 ｜助 教 f、（ 1 I � I r舟 才·� �1ι ：.！. I 工 学 i�b I I 受 理 学 器｜ 植 木 忠 夫 ＼ u1 
助 教 授 l ｜ 文 理 学 部s I 小 松 寿 美 w� I ｜ 小 林 貞 作 1

＿！＿�竺_L�竺！巴竺竺主）＿t笠りる 1 35 . 5 . 州
主 学 誌 ｜ 長 元 包 久 男 I t:；； 山大学建築委民会委員 を免ず る / 35 . 5 .  25 1 

｜ ＋ 青山大学建築委頂扇町する一村 中 利 口 ｜ 任w
需 属 菌 害 喜 l 高 尾 貢 ｜ 辞職を承認する ｜ ぁ 5 . 31 I II 

｜ 武 暢 夫 ｜ 講師同任させる ｜ 話 6 . 1 I II 経 済 学 部 ｜ ｜ 

長能 裂 佐 是｜ 水 野 美 須 子 ｜ 技能口 （附属図書仰 イ ピス 卜 〉 叩置換する I II I 
霊 知名大草 ｜ 西 山 町 二 ｜ 宮山大学教授日任させる ｜ ノf 1 文 部 行

義 北 大 i� r 芥 牒 'til 三 ｜ 湾rnr;
F守薮�fl；瓦LτJ互「一一一7一一一一－

I II I 
曹三可平岡三－－－；1r-－－�i五四日；馬腎官出��tll-6一一一一1 II I II 

文 ）＇�1S 教 官 ｜ ｜ ｜ 
助 教 授 ｜ 凪 《 tu: m I 郡山Ii C日｜ ｜大学経計j;iJ Jり］大学部〉 にイlHIする ｜ ｜ 市山大学経営）�J.
工 学 郎 ｜ = 1 11 1引は I ll｛附｛J . 3 )j引 ！｜ までとする I II I JUJ火学 部

I I ::w 日r[i （日山大学文迎子戸 店：i1屯 沢 弘 l fl ！ リIJJは 1 1(1,干1 1記if. 3 ) j 31 1/ までとする ｜ 白 6 . 1 0  I 常 山 大 学
河 ｜崎 英 智 子 ｜ 技能補佐fl ([ 

委 育 学 器 ｜ 巾 川 今 朝 日i�＇ I 砕職を承認する I 35 . 6 .  16 ／ 文 部 部
杭 浜 同 立大学 ｜ ｜ 淵rli （日 1 L1大学工学問 にのi任する ｜ ｜ 
助 詐 授 ｜ 葉 山 花 次 郎 1 1£ W Jは II｛州 i35'i i : 1 0) J 1 0 1 ！ までとする I II ｜ 宮 山 大 学工 子 部 ｜ ｜ ｜ ｜ 
京 JJ� 工 業 大学 l I 
教 授 ｜ 川 下 研 介 ｜
京 都 大 学 教授 ｜ ｜ 工 学 部 ｜ 西 原 清 庇 ｜�m1C�?txl I 木 原 正 雌 ｜ 苦 1：�l iii:開設刊誌出町長る I II 寸－

τ
｜ 村 升 一 弘 ｜初fl(�Zt＊自己 二 Rつ7「ー ァ－
l 村 井 藤 十 郎 ｜ 講師 （宮山大学経済学部〉 同用する / 35 . 7 .  1 I ｜ 任期は lllltli35？「 9 Jj 30 日 までとする ｜ ｜ 一一一一－I��日 間 てi訂正民呼静前日応用子Z一一一一－－－－：－1一一つI ｜ 任 I�］は !l !:Hn3Mtて 3 )j 31 日 までとする I I 
｜ 今 井 尚 信 ｜ 細川j c市山大学教育学部〉 削甘する I , I 任問はlig羽 135＇年 9 /j 30 臼 までとする ｜ ｜ 
｜ ｜ 制r[i （宮山大学経済何打破用する ！ 一一 l 一一一川 合 一 郎 任期は ll{fl'l l35{f 9 )j 30 [J までとする I I 一橋大学 教授 �fil�寸豆町1「 （市山大学経？同支享1:iJITTc附する 「一一 ｜ 一一一

商 学 珂s I I 11 1目は iii'｛ 相詰午？ 月30 ！］ までとする I I 
｜ 森 j主 夫 い務掛削 （附属図書館） 叩用する I 

i �日｜ 林 ι川問時若手扇面語忌る ト ｜ 金 沢 大 学
｜ 鈴 木 一竺L訓ii間部官説明技る j_-=_7. 3 1 宮 山 大 学
｜ 相 良 守 峯 1

5 州教大 差 ！ 植 木 修 片 ｜ 講師 （官山大学教育学部〉 叫任する 1 35 . 7 . 5 r 教 育 学 部 l ｜ 任期は昭和3昨 ヲ 月初日 までとする ｜ ｜ 
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助文

学

学

報
す衷天草薮百三千�－－瓦三1君！日�翠写震冨L杏子 i 3s . 7 .  1 0  I 富
室二：�王E至邑塑を免ずる 一一一＿l:s . 7 . 州 文

｜ 志 甫 伝 逸 ｜ 薬学部長事務代理を命ずる I II I 
l 中 井 学 ｜ 助手 （教育学部〉 峨用する ｜ ぁ 7 . 16 1 富
［ 小 寺 廉 古 ｜ 翻i��J副議開諸説智Zる 1 35 . 7 . 20 1  
I ＇！�I i 一般教育委員会委員を命ずる ｜ ｜ 部 ｜ 平 田 -

E ,  I 任期は削和36年 7 月 31 日まで とする I 35 . s .  1 I 
寸長 砂 実 ｜ 経営短期大学部助手に採用する I II 1 1端経営短

郵 政 技 官 ｜ ｜ ｜ ｜ 北陸電波監思局 ｜ 小 田 貞 夫 ！ 講師 （富山大学工学部〉 に併任する I II ｜ 富｜ i 任期は昭和35年10月 1 0 臼 までとする ｜ ｜ 監 視 部 長 ｜ I I I ｜ ｜ 凶 ド イ ツ連邦共和国へ出張を命ずる ｜ ｜ 委 理 学 寄 ｜ 岡 崎 初 雄 ｜ 期間はl附研8月 1 1 U J:. り昭和3咋1 1月 1 0日 ま i 3s . s .  1 0  I I l で とする I I 教 官I�玩て－T'!!:Ll*再調藤委誌研�
- I 3s . s . -1 1 I H

一一

文 理 学 剛 i l 任期は昭和36年 7 月 31 日 までとする ｜ ｜ 
｜ 岡 崎 初 雄 ｜ 富山大学補導協議会委員を免ずる I II I ｜ 松 井 佳 講師 （富山大学文理学部） 叫用する 1 35 . 8 . 23 1 － ｜ 任期は昭和l百年12月31 日 まで とする
｜ 上 野 英 雄 ｜ 助子 （文理学部） 同用する ｜ 百 s .  2s j 

�-I 丁 ｜ ｜ ス ウ ェーデ ン国へ出張を命ずる I I 史 理 学 誌 ｜ 鈴 木 米 三 ｜ 期間は昭和百年間加 よ り UWfU3伴 叫26日 ま ｜ 話 8. 26 1 ｜ ｜ でとする I I 
E変 型 佐 需 ｜ 寒 河 江五寸 辞職忌認する ｜ ぁ s .  31 I 
� 警 暴 ｜ 三岡竺一一三I��竺空豆盟主三一一一一一一一J�s�ーと斗

｜ 新 井 叩 ー ｜ 教務員 （工学部） 時用する ！ 
｜ 徳 永 惇 ｜ 講師 （官111大学工学部川採用する I .. I 丘町主！日1��包盟!!l旦主主主主豆一一一一一土一 一一」｜ 家 納 i ミ 子 ｜ 炊広1l （教育学部附属小学校） 峨用する任期はll?j!il�？if12月19日までとする
｜ 神 戸 方 々 代 ｜

学
省
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長 （代〉 の祝辞が次々 と述べ られたに対 し経済学部の遠坂
英明君が答辞を述べ終って黒坂官治助教授の指揮によ る大
学バ ン ドの 「錘の光J 演奏姐に式を閉 じた。

学 内 総 合 情 報

乙 の告辞は原稿な く して述べ られたため筆者がたまたま
聴取メ モ した ものを綴 り合せた ものである 。 従って文責は
挙げて筆者にあ る。

春分の 日 であ り ， 彼岸の中 日 であ る き ょ う ， 各界の代表，
父兄の各位ど列席のも と に卒業な らびに修業の式を挙行出 品
来 る 乙 とは有がたい 乙 とであ り ， 感謝に耐えない と 乙 ろで
あ る。 こ � Iと大学の教科を終え ， よ き 業績を遣して卒業の
栄冠を得 られた学生諸君に心からお祝する と と もに ， 乙 の
学生諸君を直接に間接l乙育成された教官， 父母， 更には学
内外の各位に対 して深甚なる謝意を表する ものである 。
諸君を送るにあた り ， 諸君が乙れか ら社会人と して身を

処する に必要な 自 己反省のよすがとな るべき四つのものを

学 長 の 告 辞

第 八 回 卒 業 式

第 8回卒業式な らびに第10回修業式は恒例によ り春分の
日 であ る 4 月 20日黒田講堂で挙行された。 こ の 日時に陽光
ik仰いたが南西風が強かった。 併 しヰー業， 修了の諸君のか
ど出Kはまづまづの 日和で‘あった。 そのため出足手助けて
か父兄の 参列は予想を 上まわ り 設けの席の不足を 嘆かせ
た。 乙 の 日学園を巣立つ者合せて 532 名で ， 卒業者は文理
学部文科 47 ， 理科 27， 教育学部 128， 経済学部 133， 薬学
郎 72， 工学部 106の計 513 人修了者は教育学部第 2 初等教
育科13， 経済学専攻科 4，工学専攻科 1 ， 薬学専攻科 1 の計
19人であ る。
午前10時開式へき頭梅原学長から卒業， 修了の両証書が

各学部代表者lと授与された後学長の次の告辞が行われた。
乙 のあと文相， 知事， 県会議長 （以上代〉 市長， 後援会
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選んで諸君えの飽と したい。 その四とは ，
1 .  自 己を高めているかと、 うか。
2 .  社会に役立っているかと‘ う か。
3 .  一歩前進 しているかと、 う か。
4 .  真心がこ もっているかと、 う か。
であ る。 諸君は これからの生涯においてこの四つの こ とを
自 己反省しつつ生抜いても らいたい。
学校に卒業があるが， 人生に卒業はない。 従って広い意

味の教育は一生続 く も のであ る こ とを 自覚し ， 広義の進学
を人生一貫の目的と して在学時代と変 らぬ勉強を して貰い
たい。 そ して 自 らを本当に生かす努力を して貰いたい。
人生教室においては ， 特lζ定まった教官とい う ものがな

い。 強いて言えばあ らゆる ものが教官である。 その教官の
中核体とな るべき ものはほかな らぬ自 己 自 身であ る。 自 己
ほ ど己を知 り ， 己に関心を もち ， 己 l乙愛をもつものはない
か らである。 自 己が自己の教官の中核体であ与 とい う こ と
はまた ， 厳正な 自 己反省が諸君を立派な社会人に育て上げ
る最も大切な要因であ る 乙 とを意味する 。 こ の こ と を しっ
か り胸に入れて ， 乙れからの人生教室た忍社会えはいって
も らいたい。 社会とい う人生教室で進学するための 自 己テ
ス ト の四つのケー スの
第ーは 「 自 らを高めているかと、 う か」 であ る。 なにはさ

ておき諸君は人間と して高い レベルえの自 己完成を心がけ
ねばな らない。 それには崇高な｜仕界につながる理想をかか
げて， これに向って絶えざ る努力をなすべきである 。 いや
し く も安易， 低俗に堕 して， 悪魔の世界につながってはな
らない。 這般の戦争の結果， 青年は理想、を突っている 。 そ
して混乱低迷 している。 今 乙 そ高い理想をかかげて， これ
に向って一歩一歩昇って行かねばな らない。
第二に 「社会に役立っているかど うか」 であ る 。 そ も そ

も人聞は一人で生きて行け る ものでない。 必ず、何かとマッ
チ して ， その助けによって生きて行け る のである。 まづ私
たちの人生伴侶は妻であ る。 夫であ る。 結婚は妻の もので
あ り ， 夫のものであ る。 夫婦は互にベ タ ーハー フであ る 。
ベ タ ーハーフは夫婦だけでない。 親子も ， 兄弟 も ， 友人も ，
師弟も ， 更に進んで社会のあ らゆる ものが人生の伴侶であ
り ， ベ タ ーハーフである 。 従って己の利害のみにと らわれ

学

て独往しではな らない。 ま た出来る ものでもない。 自 己を
生かすためには， 何 う して も 自 己のベ タ ーハー フを生かさ
ねばな らない。 即ち妻の， 夫の， 親のそ して友人の祈 りを
生かし ， 進んでは社会の祈 りを生かさねばな らない。 社会
は諸君の奉仕をと お して進展 し ， 栄えて行 く 。
三つには 「一歩前進 しているかど うか」 である 。 世界の

歴史は前進の歴史であ る。 歴史を前進せ しめる推進力とな
り ， 原動力とな る ものは 洋々たる 前途をもち ， 健やかに
のび行 く 青年であ らねばな らない。 その う ちでも大学教育
をZ与えた諸君であ らねばな らない。 諸君は若々 しい誇 りを
もって ， 特権をもって ， 厳粛に ， 力強 く 一歩一歩を運んで
歴史前進の推進力たる使命を果 して も らいたい。
四つには「真実が乙 もっているかど う かJの反省である 。

それには真実とはなにかま こ と とはなにか， まづ乙れを認
識 し ， 把握 しでかかる ζ とである 。 そ して乙れを生涯を貫
く 主軸と しなければな らない。 日常の挙措言動の一つ一つ
にま 乙 とが乙 もっているか真実にかなっているかど う かを
顧なければな らない。 そ して社会で 「 こ の人を見よ」 と指
さ され， 仰がれる よ う心がけて も らいたい。 嘘， どまか し
を排除して， 真実と思う と こ ろに毅然と して遁進 して も ら
いたい。 真実の ためにはいい加減な 妥協を してはな ら な
い。 真実の一路を歩むに欠 く 乙 との出来ない要請は 「人を
欺かないこ と 」 「 自分を欺かない こ と J 「聖な る ものを欺か
ない こ と 」 であ る。
諸君が社会とい う 人生教室で身を処する にあた り ， 乙 の

四つのケース について厳粛に 自 己をテ ス ト しながら生き抜
かる る こ とを希ってやまない。

昭和B5年度 入学討験

本年度入学試験は 5 月22 （火） 23 （水〉 の両日実施され
た。 試験場と して施設の欠け る経済学部と薬学部が最寄公
立学校を借用 した こ とは今までどお りだが， こ と しは経済
学部が過去 2年借 り た工業高校をやめて ， 施設の完備を見
た商業高校を用いた 乙 とが変ってい る。 乙 の両 日 と も多少
曇った り風が吹いた り したがまづまづ受験者に とってはよ
き 日和であった。 志願， 受験， 入学の状況を表示する と次
の と お り と な る。

学 部 ｜ 学 科 ｜ 志願者数 ｜ 受験者数 ｜ 合格者数 ｜ 会学取護 ｜ 警欠入室 ｜ 入学者数 ｜ 備 ヨ吾，， 

学 科 224 1 54 51 7 44 40 
理 学 科 254 182 60 8 7 59 60 
第一中等教育科 210 152 75 教育学部 ｜ 第一初第教育科 233 1 70 90 

経済学部 ｜ 経 済 学 科 i 1 , 026 728 134 I 160 
薬 学 部 ｜ 薬 学 617 403 80 80 (2) 
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’＝色調’品学 部「学 科 丙由主両� 合格者数 I �宮崎原喜 ｜ 入営者数 ｜ 備 考

電 気 工 学 科 ｜ 241 I 1位 ｜ 40 I s I s I I 

工 業 化 学 科 1 231 I 1 67 I 40 I 7 I 7 I I 
工 学 部 ｜ ト一一一一卜一一一ト一一一｜ 一一一一十一一一一｜一一一一一｜

金 属 工 学 科 ｜ 204 I 1 63 I 40 I 2 I 2 I I 

機 械 工 学 科 1 328 I 241 I so I 6 I 6 I I 
計 I 3 ，問 1 2 , s22 1 623 I 79 1 37 I き； ｜メ入にコ

山

大

学

九
（ 〉 内は沖縄学留学生であ る 。 又備考の数は定員であ る。 号

こ の表を見 る と 志願者数 と 受験者数の差即ち受験 しなか
った も のは し046 名で昨年の 927 名を 1 19 名 も上わ ま って
い る。 ま た入学者数が入学定員数から94名 も下ま わってい
る が ， そ の う ち 71 名 は教育学部 26 名 は経済学部であ る。

な お ， 文理学部は定員100名 に対 し103名入学 した。

昭和35年度 入 学 式

本年度の入学式は 4 月 10 日 （ 日 〉 黒田講堂で挙行さ れた。
黒田講堂が出来て 乙 乙 で式を挙げ る こ と 5 回 目 であ る が 5
回 と も 天候に恵 ま れてい る 。 き ょ う も南西の風強 く あ と か
ら曇って来たが午前中は春光を仰 ぐ好天であった。 講堂玄
関前の桜樹は陽春の訪れが早 く やや盛 り を過 ぎたが， ら ん
ま んの花は新入の学生を迎え る には ま た と ない ア ク セ サ リ
ーであった。

卒業式で も そ う であったが， 出席の両親， 兄姉は回を追
う て増え， 乙 と し も 200 名 を突破 し予定の席の不足を来た
す盛況であった。

1 0時間式と と も に梅原学長か ら 次に燭げた式辞があ り ，
こ れに対 し魚津高校出身の文理学部理学科の金坂績君が答
辞を述べて式を終 り ， 引 き 続 き 大島学生部長か ら も のやわ
ら かな態度 と 調子で大学の概要説明 ， 学生生活のあ り 方に
ついて誇々 と した訓話があった。 最後に先輩諸兄姉の音楽
演奏に よ る歓迎があって散会 した。

学 長 告 辞
本 日 623 名 の新 しい諸君を迎えて こ こ に第12回の入学式

を挙行す る こ と は本学の大 き な よ ろ 乙 びであ る 。
諸君は画期的に修正せ られた新 しい教育制度を と お して

組織的に学修をつみか さ ね ， 今や最高の学府－へ進んで来た
優秀な青年学徒であ る 。 本学は尊敬 と愛を も って諸君を歓
び迎えてい る のであ り ます。

本学は大学令の示す と お り ， 高級な学芸的教養 と適格な
専門的知識を養 う て， 諸君の知性と 徳性をみがき ， 縦机l乙
乙 の能力を展開 して世代をひ ら き 人生を高め る有為の人物
を育成す る ため に全力をつ く してお り ま す。 諸君は富山大
学の名誉にかけて， 典型的な大学生 と して精励せ られる 乙

と を心か ら 希望いた します。
諸君は ま ず現に最高の学生 と しての地位を与え ら れであ

る 乙 と を感謝 し 自 重 していただき たい。 こ の慌 しい世代 と
き びしい生存の渦巻のただなかに ， 何等の煩い も な く ， 心
しずかに真理を求め 自 己を愛 し ， 教養 と 研究にいそ しむ こ
と ので き る最高学府に学ぶ こ と は ， あ り がたいめ ぐ みであ
る 。 こ の学生生活は一生の う ち再びめ ぐ って 乙 ないのであ
り ま す。 諸君は誠実に且つ高度 に こ の学生生活を活かすべ
き であ る。 現在の生活を活かすか否かによって諸君の前途
は決定 さ れる のであ る。 諸君はい ま 厳粛な人生の分岐点に
立ってい る こ と を 確認 して 一歩 一歩 前進 していただき た
し 、。

大学生活のかなめは傍 目 ふ らずに， 規定さ れた課程を学
習す る こ と であ る 。 乙 れが本格的な 学生生活の 風格で あ
る 。 人間の一生にお け る い と なみは多事多端であ る 。 殊に
若い ）］ のあふれでい る 諸君には外部か ら い ろ い ろ の刺戟が
与え られ， 内心に も さ ま ざ ま な衝動がわいて く る 乙 と であ
ろ う が， こ れ ら 内外のい き さ つ に惑 う こ と な し よ ろ め く
乙 と な く 毅然 と して純真な学生生活に徹せ られるべき であ
り ます。

人生の発展 と 開発の主休は人間その も のであ る 。 啓けい
く 世代はす ぐ れた知性 と けだかい徳性のかお る 人間の現わ
れる 乙 と を待望 してい る 。 こ の待望 さ れた人聞は ど こ か ら
現われ る のであ ろ う か。 それは外部を さ がそ う よ り も諸君
自 身の う ち に見出すべ き であ る 。 諸君の う ち にはお どろ く
べ きす ぐ れた可能性がめ ぐ ま れであ る 。 ど う ぞ諸君は 自 分
自 身をたいせつ に愛 して刀いっぱい勉強 して く ださ い。 そ
して世代の待望 してい る 人間 ， 自 己の玉虫；＼＇！＼ と す る 人聞は 乙
こ にあ る 。 こ の人をみ よ と r1 却 して火学生活の第一歩をふ
み 出 さ れる 乙 と を希望 して， 学長の歓迎の こ と ば と いた し
ま す。

会計検査院の検査

会計検査院の検査は 5 月 26, 27 ,  28 日 の三日 間片淵泰，
田所勉， ，1J、林三男の各調査官， 加藤芳男主任の 4 氏に よ っ
て行われた。 33年 6 月 末か ら 7 月 初めにかけ行われた前の
検査か ら 2 年 も 経たない。

最終 日 に行われた片淵主査の講評 に も あった と お り 今回
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の検査は歳入， 歳出関係 と 国有財産に主眼が置かれた。 そ
して講評に 「大き な問題は な く 検査の場合何処で も何時で
も指摘 さ れる よ う な問題ばか り であった」 と あったのは幸
いであ る 。 乙 の講評には総論的講評がな く ， 各論的講評で
終始 したの も そ れがためであ ろ う 。

今回の検査の著 しい特色と見 られる こ と は受検者が も っ
と も必配 し ， 準備に割切れぬぼ う 漢 と した苦労をす る物品
管理の問題には触れないで， 土地， 建物 ， 工作物 と いった
固定固有財産K 重点が置かれた こ と であ る 。 即ち土地境界
の問題， 借入土地の処置， 建物の保存登記 さ ては貸室の問
題な どであ る 。 戦後乙 の方面は地方財務局の検査対象 と な
っていた よ う だが， 会計検査院の検査の対象 と して大き く
と り 上げた こ と は遠い過去は 知 ら ず近年にはなかった よ う
で あ る 。

科学研究費交付金等の採択

科学研究費交付金等については 2 月 初めか ら 中葉にかけ
て申請手続を と ったが 5 月 下旬に入って採択決定の通知が
次々 と 到達 した。 その内訳は次の と お り であ る 。
1 . 科学研究費交付金 （各個研究〉

52 人 56 件の 申請に対 し 13 人 ， 13 件 1 12 万円 の採択
決定を見た。 それは次の と お り
（文理学部）

松 沢 芳 郎 講師 1 0 万円
伐H. V. Kleist の劇理論の確立”

梅 原 隆 章 助教授 5 万円
“漢方薬の史的文献的研究と 近代的理論化体系化の
方法論の設定”

（経済学部〉
吉 原 節 夫 助手 5 万円

”富山湾および北陸地方に お け る漁業権侵害お よ び
その補償κ関す る 研究”

菅 原 修 助教捜
“間接税の経済的作用”

田 中 文 信 助教授

8 万円

8 万円
代工業ー立地要因 と しての運輸機能お よび任務に関す
る 実証的研究”

（薬 学 部〉
長 谷 純 一 教授

”化学療法剤lζ 関す る 研究”
木 村 正 康 助教授

5 万円

5 万円
” ア セ チ Jレ コ リ ン レセプ タ ー に お け る 有 機 燐 化 合
物， 理論化体系化の方法論の設定η

（工 学 部〉
浅 間 忠 知 教授 12 万円

”多価アJレ ロ ール （特に ソ ル ピ ン ト ， マ ンニ ッ ト等〕
と 重合炉酸塩と の反応の研究”

学

三 上 房 男 助教授 5 万円
“吸い込みお よ び吹 き 出 しの分布を持つ物体のま わ

り の流れ”
長 元 亀 久 男 教授 23 万円

収移動荷重に よ り梁の応力変化の過程”
森 棟 隆 弘 教授 20 万円

明反射炉製鉄lζ関す る 研究”
池 旧 正 夫 助教授 5 万円

電電還元蒸溜lζ お け る マ グ ネ シユ ウ ム の凝縮機構Iζ関
す る 研究”

塚 島 寛 助教授 5 万円
円魚津埋没林にお け る 石炭化行程に関す る 研究， 石
炭化の初期現象について”

2 . 科学研究費交付金 （機関研究）
（薬 学 部）

研究担当者 教授中沖太七郎， 協力者 7 名 ， 375 万円
代牛黄の生薬化学的及び薬理学的研究”

3. 科学試験研究費補助金
申請 2 件中次の 1 件が採択 さ れた。

〈工 学 部〉
研究代表者 教授 室町繁雄 51 万円

”連続鋳造に よ る 素管の溶製”
4. 輸入機同購入費補助金

申請 した 2 件 と も 不採択 と なった。

吉田事務局長の転出

吉岡事務局長は 5 月 1 日 付で静岡大学事務局長に栄転 さ
れた。 同局長については過去に も 噂 さ れた 乙 と が あ っ た
が， こ の転出は意外の！長がないでも なかった。 と い う のは
懸案の文理， 薬の両学部の五福地区集中が同氏の手がけた
仕事 と と して昨'ij·，来進行を見せつつあった か ら であ る 。 ま
たそれだけに一層 こ の転出が惜 ま れ る 。 氏は静岡県富士宮
の産， 乙 と し 50 の若さ であ る 。 llH和 7 年早稲 田高師の国
漠科の出身で あ る 。 初めは郷里の民学校や女学校の教師を
劫めた り ， 科学博物的の線長を引Jめた り したが， 後文部本
省に入って ， 昭和 23 年大臣官房の約り掛fふ 次いで課長補
佐 と なった。 折か ら イ ン フ レの克進lζ伴う て給与規則は朝
令若改 したが， ζ の給与休系の烈 しい動揺裡に大いに活躍
してい る 。 か く て 乙 の地位か ら 28 年 ？ 月 本学事務局長 に
転入したのであ る 。 従来在任 6 �f 8 ヶ月 の長 き K わたって
三代の学長lζ仕えてい る 。 事務局長 と して も三代 目 で あ る
が， 前任二者の在任期間合せて 3 '.ffは氏のそれの半分に も
足 ら ない。 乙 の間氏の 手がけ た建設， 整備の仕事は数限 り
ない。 即 ち兵今だけの教育学部lζ芸能， 家政の諸教室が造
られ， 同附属諸学校の移転， 増築， 文， 教両学部共用の 自
然科学教室の一部， 経済学部， 図書館の新営移転， 黒田講
堂の建設はては木部舎屋の新設な ど或は本省 と ， 或は地元
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報
と ， 或は特志寄付者との縛姐折衝によって 乙れ等をな し遂
げた功績は大き い。 なお この他lζ特筆すべきは経営短大の
設置であろ う 。県下劫労青年の向学心lζ応え ，地方の宿望を
達せ しめた ヒ ッ ト であろ う 。 ま た経薬工の三学部のJ.'T攻科
設置 も本大学の内容を引 き上げ充実 した ものといえよ う 。
氏は天性もあろ う が秀嶋富士山緩で育ち東京で、鹿かれた

だけあって明朗の質であ り ， 特［ζ滑脱の弁は咲花の概があ
った。 従って氏のあ らわる る と 乙 ろ常に春風を送 り ， 飴蕩
の気身辺会被 う た。 栄転も さ る 乙 とながら郷里に在勤する
こ とは氏の木懐であろ う 。

田 中 事 務 局 長 新 任

吉田前局長の後任には 東北大学庶務部長田中事彦氏が 5
月 1 日付で発令された。 新任事務局長は 5 月 6 白単身着任
家族は追って［可Zび、寄せ ら る 乙 と となった。
田中氏は今年 51 才で吉田局長よ り 一つ年長である 。 昭

和 6年東京商大経理事務講習所に学び同 1 7 年高文合格後，
文部省に入って総務局J 学校教育局などを経て終戦後官房
人事課lζ勤め吉田前局長が給与掛長の際職階掛長を勤め後
lζは課長補佐とな り ， 氏と同室の誼を も ち ， 奇 し く も問機
の軌道を進んでいる 。 同 27 年には本省を出て ， 阪大事務
局庶務課長とな り ， 34年には東北大学庶務部長となって今
回の転任となった ものである 。

岡 本 ， 下斗米 ， 平岡の三教授

停 年 退 職

停年制によ る今年の退職者は 5 人である 。 然かも これが
文理学部の文科系の方々ばか り である 。 何んだか大きな穴
があいた感じである 。

岡 本 基 教 授

文理学部岡本基教慢は 明治 27 年 生れで愛媛県新居浜の
出身である 。 最初は師範掌校を出て小学校や師範学校の教
師を勤めていたが， ｜白l学の志抑え 難 く 年 30 に して京都大
学lζ入学， 昭和 2 年卒業と と もに富山高等学校に赴任され
た。 か く て 33 年の長き にわたって ーすじに 本学のために
一身を捧げ られたのである 。
在職中は西洋史を講 じ られたのである が， 傍ら高等学校

時代は寮務課長や生徒監とな り ， 旧高校時代の特徴と され ，
学生の人間形成lζ最も大切と された寮生活や ， 諸活動の指
導監督の重要な役割を勤め られたばか りでな く ， 学校運営
の面でも庶務課長 ， 評議員， 総務部長と いった役職をつぎ
つぎと勤め られ校長のよき補佐役を演じ られたのであ る 。
大学に移行してか ら も附属図書館長 ， 文理学部長， 学生部
長を歴任せ られた。 仮 り に 乙れを大学の三役と呼べばこの

昭和 35 年 9 月 1 日
三役を一身で切Jめ上げる人は将来もそ う ある も のでなかろ
う 。 これは一つに教授の円満無類なお人柄によ る ものであ
ろ う 。 教授のお人柄を表わすには 「篤」 「重」 「厚」 と いっ

信f正日

山
た字が適当のよ う であ る。 そ して これ等の芯をなすものは ！ 大
「実」 であ り ， これ等を包むものは 「温」 である 。 人は教 l 学
授を称 して英国型の紳士とい う 。 ま さ にそのと お り で あ
る。 学者専門家にあ り勝ちな尖鋭型でな く ， 談論風発の才
士型でないかも知れないが， よ き資質lこ高い教養が融け と
んで行き渡 り然かも均勢がとれてい る といった内包型の方 ｜ 九
である 。 こ のお人柄故に学生の指導について も戦前戦後を
通じて穏健中正なる態度で終始せ られ ， ！茜化の実を挙げ ら
れたのであ る。 その証拠に学内外［ζ活躍する昔の教え子か
ら これほ ど敬はれ親まれる人も稀である 。 退職後は京大の
物理教室に在任の御子息の許に落ち付かれている 。

下 斗 米 幾 教 授

教授は岩手県人であ る。 下斗米とい う珍 しい姓は盛岡方
面lζ多いと き く 。 中学は郷里で卒えながら小学校は北海道
で卒え られている 。 中学を出 る と これも北海道と岩手県を
行った り来た り して小， 中学校の教師を勤め られている 。
然かも こ の間も向学の 志欲極めて強 く ， 教師生活 1 0年に
して上京大東文化学院に入学し中国文学専門の基礎をかた
めて昭和 5年宮山高等学校の講師と して赴任された。 従来
32年の星霜を経て今日 に至ったのである 。 その学歴からす
れば学位取得にいた る今日 までの歩みは文字どお り独学力
行とい うべき であろ う 。 学位取得と いえば昨年 「中国古代
におけ る 同然神の祭杷」 な る論文を広島大学へ提出 して 9
月木学と しては最初の文学博士の称号を得てい られる。 教
授はかかる 向 力完成の実力派であ り なが ら ， かかる人にあ
りがちな 自 ら高 し とする と こ ろが微腫もなかった。 談たま
たま専門の こ と に及んで も街学的な風を見せ られた 乙 とが
なかった。 そ う であるから人に接するや謙譲感ぎんを極め
られた。 教授は曽てさま者に孔孟の教も さ る こ とながら ， よ
り 以上lζ芳 り高い中国詩文lζ惹かかる 乙 とが多いといわれ
たが， その渉猟研究の範囲は古今硬軟にまたがる広 く て弾
力 lζ富むものであ る。 これが所謂漢学者風のイ メ ーヂを教
授からな く している所以であ ろ う か。 頭乙 そ霜いているが
なかなか元気であって退職の後 も御出身の大東文化学院大
学に教鞭をとってい られる 。

平 岡 伴 ー 教 授

平岡伴一教授は東京都の産， 大正 5年早稲田大学高等師
範部卒で東大選科lζ籍を置かれた こ と も あ る 。 茨城，長野 ，
広島などの中学校の教員を勤めた後大正14年富山高等学校
助教授と して就任され今日 に至った方であ る 。 文理学部退
職 5教宮中の最古参で実に35年の長き にわたってい る 。 教
授は教師， 学究のため生れたよ う な風格の万であった。 真
面白で， 生一本で， 黙々 と して研究にいそ しむといった方
でその人格は等 し く 同僚， 学生の敬仰する と 乙 ろ で あ っ
た。

号
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御専攻は独語学であ る が， 英仏の両語 に も 通 じ早大， 東

大 に お け る 専攻 も 英語学であ った と い う 。 な お仏語 につ い
て も 旧 中等学校の教員免状を も って い ら れ る と き く 。 そ の

上 ロ ー マ字や エ ス ペ ラ ン 卜 に も 造 け い があ る と い う 博学の

士で も あ ら れた。 昭和33年附属 図書館長 と な ら れ る や同 館

に所蔵す る ヘ ル ン文庫 に特別 の関心を寄せ ら れ延 い て は へ
lレ r文庫外の諸文献 に も 調査研究の手を及ぼ し 乙 れ等の蒐

集 に も 尽 さ れて い る 。

教授 は原水爆禁止運動 に も 関係 し て い ら れ た よ う であ る

が ， 乙 れは先生の御気象か ら見て ， 純粋 に 人道的立場か ら

で あ る と と も に造詣の あ っ た エ ス ペ ラ ト に も 関連す る も の

と 恩 わ れ る 。

退職後 は 名 古屋 な る 愛知学院大学に教鞭を と ら る る 乙 と

と な った。 併 し教授の御令聞 は富山市の方で あ り ， お住い

も 乙 の地で造 ら れ た筈 で あ る か ら ， 富 山 は教授の最後 に 落

ち つかれ る 故郷であ ろ う 。

白 川今朝 晴教授の退職
白 川教授は 乙 の た び一身上の都合で退職 さ れ る こ と と な

った。 そ して 山梨県の公立都留文科大学の教授に迎え ら る

る 乙 と と な った。

教授は明治 35 年生れの 58 才で， 教育県 と い われ る長野

県諏訪 の 出 身で あ る 。 昭和 4 年東京帝大卒業 ， 大学院を経

て文部省図書局勤務 に東京農大講師を兼ねて教育界 に デ ビ

ュ ウ し た。 後渡満 ， こ 乙 で も 関東局の役人や教 rnri を 勤 め

た 。 終戦後 21 年帰還文部省 に戻ったが昭和 24 年富山大学

発足 と と も に教授 に就任今 日 に到った も ので あ る 。

こ と し 退 職 し た 人 々

停年退職の 5 教授や 白 川教授を除いて こ と し退職の 人 々

は 次の と お り で あ る 。
年

教育学部 長沢幸次郎 4月 初返職 勤続年数 1 6 . 1 

経済学部 林 友太郎 ，， 〆ノ 1 3 .  4 

薬 学 部 藤 田友治郎 ，， ，， 21 . 4 

工 学 部 森 田 は る ノノ ，， 20 . 1 
II 田 中 千代 II II 20 . 1 
II 布橋 与作 II ，， 1 7 .  0 

上記は何れ も 高年 の故 に よ る退職

工 学 部 藤 田 静香 1 . 3退職 勤続年数 3 . 1 0  

経済学部 田 村 淑子 4 . 1 ’F 2 .  3 

図 書 館 高尾 貢 7 . 9 II II 1 1 . 8 

上記は結婚ま た は一身上の都合 に よ る 退職

文理学部 加藤藤次郎 1 . 3退職 1 2 .  5 

附属小学 新 村作 3 . 31 II 4 , 0 

こ の う ち新村作氏は 31 年 4 月 藤 田教頭転出 の あ と を

受 けて教頭に就任 し た方であ る が在任 4 年 に して黒部市

の 白 鷹 中学へ転 出 し た も ので あ る 。

ま た加藤藤次郎氏は32年 1 月 か ら 呼 吸器系統の病で 3 年

学

間療養生活を し て い た の で あ る が 1 月 3 日 退職 ， 同 月 初 日

死亡 さ れた も ので あ る 。

新田助教授の 香港出張

経済学部新田 隆信助教授は先 に フ イ リ ツ ピ ンへ ユ ネ ス コ

関係で渡航の経験があ る が， こ の た び は ま た香港の連合国

香港協会か ら 招 かれて 2 月 1 6 日 東京国際空港を立って同地

に赴 き 同 協会が開催 した各国 の教育行政制度 と 進んで国際

聞 の理解を深め る た め の教育講座lζ 出 席 し ， 日 本に お け る

教育行政機構や国際教育に ついて講演を行い ， 傍 ら 同地の

教育事情を視察 し た後帰途台湾 lζ立寄って該地の教育諸事

情を視察 し ， 5 月 1 3 日 約一ヶ 月 の旅を終えて帰国 し た。

竹 内 教 授 の 帰 朝

文理学部竹内豊三郎教授 は一昨年 1 1 月 末文部省在外研究
員 A 項該 当 者 と し て ア メ リ カ ， ロ ー ド ア イ ラ ン ド州 プ ロ ビ

デ ン ス 市所在 の ブ ラ ウ ン大学へ 出 張 を命ぜ ら れ同大学 ラ ッ

セ ル教授 と 共 に ”固体触媒の表面構造 と 活性度” な る 研究

テ ー マ に と り 組ん で 1 0ヶ 月 間 同大学で過 し た が， な お研究

を進 め る た め昨年 9 月 ド イ ツ ， ミ ユ ン大学に移って同大学

シ ユ ワ ブ教授の許K研蹟 乙 れつ と め ， さ る 4 月 22 日 海路神

戸港 l乙帰着 し た。 同教授は研究の余暇を利用 して滞米 中 は

そ の圏 内 を ， ま た滞独中 は そ の圏 内 は無 論 ， 仏英 ， ス イ ス ，
イ タ リ ヤ ， デ ン ？ ｝レ ク ， ス ウ ェ ー デ ン ， オ ー ス ト リ ア ， ギ

リ シ ヤ な どの諸国を歴訪 し た 。 な お ア メ リ カ か ら 渡欧 の 際

も 特 l乙 ポ Jレ ト ガJレ の リ ス ボ ン l乙第一歩を 印 し ， ス ペ イ ン を

経由 し て ， 入独 し そ の見聞を広 く して き てい る 。

児 島 助 教 授 の 渡 米

文理学部児島毅助教授 は かね て マ イ ク ロ ウ エ ー ブ分光等

に 関 す る 研究 lζ没頭 し て そ の成果を国際的な専門雑誌 に寄

稿 してUたが， こ れ等論文がア メ リ カ ， オ ク ラ ホ マ大学の

リ ー ン 教授の認む る と と ろ と な り ， 従来文通や論文のや り

と り な ど に よ って研究の交流連絡をはかつて い た が延 い て

は ， リ ー ン 教授か ら 同一研究室 に お い て親 し く 協力 し合い

こ の研究を一層 に進 め た い 旨 の 申 出 と な った。 同助教授は

乙 の招へ い に応 じ て 向 う 一 カ 年間 リ ー ン 教授 と 研究を共に

す る こ と と な り ， 4 月 1 9 日 羽 田 空港 を 出 発 ， 21 日 目 的地 に

着いてい る 。

井上 ， 林の両教官沖縄出張

琉球政府では夏季休暇を利用 して沖縄に お け る 現職教員

に研修の機会を与え ， 資格向上せ し め る た め の 認定講習会

を毎年開催 し て お り ， 乙 れが講師 に は沖縄 ， 日 本の文化 ，

教育の交流の意味 も 含めて相 当数を本土か ら 招へ い し て い
る 。 昨年は教育学部の吉田博助教授が招へ い さ れた。 乙 と

- 28 -



報
し も 井上音秘教授 が選ばれたが， 直 ぐ 林三雄助教授が追加

さ れて両教官は 7 月 27 日 羽 田 を 出 発該 地 に赴 い た。 講 習 会

は前後期lζ 分れ 8 月 1 日 か ら 同 月 29 日 ま でで あ る 。 な お両

教官 は 9 )] 3 日 帰来 し た。

岡 崎 教 授 の 渡 独

本年度在外研究員 の募 集 に は 本学か ら A項 3 人 B 項 2 人

C 項 1 人 と 応募 し た。 ζ の う ち B 項 と し て応募の文理学部

の 岡崎初雄教授が探択 と な った。 同教授は 8 月 に入って波

独 し ， ミ ュ ン へ ン ， ボ ン お よ びベ ル リ ン の各大学を歴訪す

る が特 に慶大相良教授の紹介に よ り ミ ュ ン へ ン 大学の

Kuhn. Kunisch の両教慢の も と に滞独期間の大半 ， 足を留

め独文学 ， 演 劇 に つい て研究す る 筈 で あ る 。 な お 乙 の聞か

ねて招へ い を受 け て い る 8 月 21 日 か ら 1 週 間デ ン マ ー ク の

コ ペ ン ハ ー ゲ ン で開催の国際ゲ、 ル マ ニ ス ト 大会lζ 出 席 ， 共

同 テ ー マ で あ る Spatgeiten に つい て の 研究発表を す る 予

定であ る 。

鈴 木 助 手 の 渡 瑞

文理学部植物学教室の鈴木米三助 手 は かねて ス エ ー デ ン

南学の；意図を有 し ， 昨年先方 と の 了解がつ い て い た が ， 乙

と しい よ い よ実現の運び と な って 8 月 27 日 羽 田 空港を立っ

た。 務付先 は 同 国南西端 で ， デ ン マ ー ク の コ ペ ン ハ ー ゲ ン

を ス ン ド海峡を隔てて ， 指llfの う ち K- *1.み得 る Jレ ン ド市の

同 名 大学ハ ン ス ， プ ル ス 卜 レ ー ム 教授の許で あ る 。 同助手

は来年 6 月 末 ま での 1 0 ヶ 月 間同教慢の指導の も と fo!［物生理

学の研究をす る 。

昭和 35 年度 内心研究員

本年度内地研究員は例年の と お り 工学郎 1 ， 薬学部 1 ,

経済学部 し そ して文理 ， 教育の両学部で 1 の割 当 が あ っ

た が ， こ れに対 し次の 4 人 が選ばれ天々 の大学で夫々の研

究l乙取組む こ と と な った。

文浬学部 助教授 杉本 新平 （倫理学）

東大教養学部 i炎野安太郎教授指導

” イ ギ リ ス 社会思想、史”

経済学部 助手 吉原 節夫 （民法）

九大法学部 舟橋誇一教授指導

“近代的所有権の諸問題”

薬 学 部 助手 上回 広道 （薬剤学〉

京大医学部 宇野豊三教授指導
” ス ノレ フ ア チ ア 、ノー－ ）レの体内変化”

工 学 部 助教授 広岡 倫二 （有機化学〉

名大理学部 平 田 義正教授指導

“尿素及びチ オ尿素誘導体の合成及 び そ の 吸収 ス

ペ ク ト Jレ ”

昭 和 記 年 9 月 1 臼

上記 と お り で あ る が， 期 間 は の こ の う ち の非実験関係即

ち前二者は 9 月 1 1 日 か ら 翌年. 3 月 1 0 臼 ま での 6 カ 月 間 ， ま

た実験関係即 ち 後二者は 5 月 1 日 か ら翌年 2 月 末 日 ま で の

1 0 カ 月 間 と な って い る 。

出回
国

山

大

学
こ と し の 長 期 研 修 者

教育公務員特例法第19条 に よ り 長 期 の 出 張研修を認め ら

れた者は次の と お り で あ る 。

経済学部

助手 吉原 節夫
九大法学部 舟橋誇一教授教室

35年 4 . 1 1 ～ 8 .  31 

吠近代所有権の諸問題”

助手 山 本 英治

東大薬学部 福武直助教授教室

35年 4 . 1 5 ～ 1 0 .  15 

“農村社会学の諸問題”

薬 学 部

助手 吉崎 正雄

京大医学部 木村康一教授教室

35年 4 . 1 1 ～ 9 .  1 0  

“辛夷の生薬学的研究”

助手 永 田 正典

東大薬学部 山 田俊一教授教室

35年 5 . 6 ～ 36 年 3 . 5 

” イ ソ ヒ ノ リ ン 誘導体の合成”

九
号

岡本元教授に名誉 教授の

称 号 授 与

文理学部岡本基教授 は 5 月 末限 り 停年退職 さ れた が同教

授富山高校以来五年の長 き に わ た って尽 さ れ た教育上， 学

校行政上の功績は 顧 る 大 き い。 文理学部教授会が名 誉教授

に推せん し たの も ま 乙 と に むべな る かな と い え よ う 。 こ れ

に応 じ て聞かれた 4 月 22 日 の評議会 も 異議な く こ れを 即決

し た。 こ れで本学の名誉教授 は先の原富慶太郎教授 と 二 人

に な った。

三ツ野 ， 中 山 ， 森田 の三教官の

学 位 取 得

三 ツ 野間治薬学部助教授 は かねて東京大学薬学部に

「地衣成分の微量化学的研究」

「地衣成分の ク ロ マ イ ト グ ラ フ イ ー 」

に つ い て の論文を提 出 中 の と こ ろ 同薬学部の教授会の審査

を通過 して 2 月 25 日 薬学博士の学位を取得 し た。

ま た 中 山充文理学部助手はかねて Iubanol 類 の合成に つ

い て論文を京都大学へ提 出 ， 同大学中島稔教授主査 の も と

審査中 の と 乙 ろ 6 月 21 日 農学 博士 の学位を授与 さ れた。 乙
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れで農学博士は教育学部の高森助教授 と と も に二人 と な っ
た。

な お 薬学部の森 田 直賢助 手 も 昭和33年度 内 地研究員 と し
て東大薬学部柴 田承二教授指導の許に 「 ど ま の葉 の フ ラ ノ
ボ イ ド 」 に ついて研究を し ， そ の 後 乙 れが仕上げ に 力 めて
い た が ， そ の結果を学位論文 と し て同教授 に 提 出 そ の審査
を仰いでい た と こ ろ 8 月 1 3 日 付を も って同学部教授会を通
過 し て薬学博士の称号を授与 さ れた。

大 浦 助 手 の 受 賞

第 1 3回 日 本薬学大会に お け る 日 本薬学会賞優与式 は第 2
日 目 の 4 月 4 日 午後 2 時半 か ら 東京大学本館三階講堂で開
催 さ れた が ， 乙 の受賞者 7 氏の う ち に薬学部大浦彦吉助手
が 「Mycolic acid 及びそ の類縁化合物の合成研究J IC. よ っ
て副賞 （武田賞）， 日 本薬学会史励賞を受け る の栄誉を担つ
た。

J S  T 研 修 会 議

国家公 務員法第73条及び ζ れに連 ら な る 人事院規則 1 0-
5 に よ って J . S .T . 人事院監智者研修方式に よ る 職員 の教
育 訓錬が以前か ら考え ら れて い た が こ と し始め て こ れが実
現を見 た 。今回は課長補佐 ， 事務長補佐 ， 係 長 ， 事務主任 を対
象 と し て夏季休暇 中 の閑散時で あ る 8 月 22 日 ～27 日 の 6 日
間毎 日 正午 ま での 3 時間宛が 乙 れに 当 て ら れた。 会場 は外
音に煩わ さ れぬ附属図書館の 4 階視聴覚教室が選ばれた。
会場の備 え も 会議方式に則って卓列 は ほ ぼV字形を と り 卓
上 に名札を配置 し ， 乙 の背後lζ 傍聴席を設け て ， 2 班lζ分け
た研修者を一つは正卓に一つは傍聴席lζ 着かせ る 仕組 みで
あ る 。 そ して 乙 れ も 全期を研修課題 に 応 じ て分け ら れ た 1 3
の会議毎lζ 席を交替せ し め る 趣 向 で あ って ， 目 先 の変化 と
気分の転換を狙った も ので あ る 。 教材は 人事院が編む テ キ
ス ト ， 掛図 ， ス ラ イ ドな どを用い会議の内容 も 指導者の講
義 ， 研修者の実習 ， 指導者研修者聞の質疑応答 ， 研修者相
互 の討論な ど多角 的 な も ので会の運行の渋滞 ， 研修者の倦
退感を防 ぐ 乙 と に 努めた。 事実ま た そ の効果を挙げ成功迎
l乙終った 。 研修参加者 37 名 に は研修修了証書が わ た さ れ ，
田 中 事務局長の 挨拶が あ っ た に 対 し 伊東課長補佐が研修
者を代表 し て答辞を述べ た。 な お こ の会議の指導者は小原
庶務課長であ って本研修会議の企案者で も あ り 司会者で も
あ る 。 研修 目 的 も 正確 に は 「監督者 と し て監督の科学的合
理的仕方の体得」 と な って い る 。

乙 の研修会の努頭に な さ れ た 田 中事務局長の挨拶 の 中 に
「官庁事務は利益に つ な が ら な い云々 」 の言葉があったが

正 に 至言で あ る 。 私企業の事務管理は企業の利潤 に つ な が
る 。 こ れが う ま く 行かねば企業が潰れ る と い う 事態 も 起 り
得 る 。 従って よ い 事務管理は企業 の浮沈を賭け ての強い 自
然の要請 と な って い る 。 官庁 に は かか る 他律的な要因がな
い。 結局上司の指導監督の よ さ と 各員 の 自 覚， 自 制 ， 努力

学

と いっ た 自 律的な要因を作 り 出すの他はない。 そ こ に かか
る 研修の必要 と 重要性があ る ので あ ろ う 。

大 学 後 援 会 定 期 総 会

昭和35年度富山犬学後援会定期総会 は 7 月 8 日 〈金〉 黒
田 黒堂 に お い て行われた。 乙 れ に先立って ？ 時か ら 階上貴
賓室で役員会が聞かれ ， 総会運営の打 ち 合せを し た 。 出席
者 は学外か ら 山森副会長 ， 中 井精一理事等 7 名 ， 学内 か ら
は学長 ， 学部長な ど ？ 名 の役員で あ る 。 終って一同総会に
臨んだ。 総会は定時lζ聞 かれ山森副会長が会長に代って挨
拶 に立った。 こ の挨拶で氏は折か ら 転 出 し た吉 田 事務局長
の会運営に尽 し た功を賛え ， 問 中新事務局長を紹介 し て そ
の手腕 に期待す る と こ ろ があ っ た 。 そ して後援会の著実な
歩みを他大学の そ れに 比較 し ， ま だかかる 外郭団体を も た
ぬ大学が伝え き き 羨望 し て い る 旨 を述べて ， 会員の理解 と
協力 K感謝 し ， 一層そ の期待に答え た い 旨 を述べた。 終 り
に父兄の最 も 心配す る 学生運動に及んで挨拶を結んだ。

乙 れで山森氏議長の下lζ議事に 移 り ， 田 中 事務局長の事
業報告があった。 乙 の 中 で事務局長が他所か ら 来て見た 乙
の後援会の感想が述べ ら れた。 乙 乙 で高瀬文理学部長 よ り
山森氏が挨拶 の 中 で触れた最近の学生運動の惹起 し た事件
の経過解決に ついて述べ ， 今回の運動の 中 心 と な っ た一般
教育課程の学生の動 き に つい て は さ ま で心配す る と と は な
い し ， 今 後 と も 充分替戒す る と の応答があった。

次いて小原理事か ら 34年度の収支決算報告 ， 35年度の予
算 に ついて説明 あ り 審議の結果両方 と も異議な く 可 決 し
た。 な ほ 乙 れに 関連 して学生の課外活動や海外渡航教官へ
の補助金の少な過ぎ る 乙 と や ， 集 中 計画の進展 に伴 う 経費
の増大を考えて昨年増額 し たばか り の会費を更に増額すべ
し と の要望 が 出 た ばか り でな く 教官待遇改善問 題 ま で飛び
出 し役員一同を感激 さ せた。 か く て役員の改選に 移 り 学長
の挨拶 があ って正午閉会 し た。 乙 の あ と 希望会員を二班に
わ けで学内 の見学視察 に 案内 を し た。 な お教官待遇改善に
ついて は ， 上記会員 の声を具現化す る 乙 と と な り 後援会長
名 を も って 文 部 ， 大蔵両大臣お よ び人事院総裁に次の要望
書を提出 し た。

富山大学後援会長 吉 田 実
文 部 大 臣 松 田 竹 千 代 殿
大 蔵 大 臣 佐 藤 栄 作 殿
人事院総裁 浅 井 清 殿
昭和35年 7 月 8 日 開催致 し ま し た 富 山 大学後援会第 1 0固

定時総会 に お い て ， 国立大学教官の待遇 に ついて異常 な る
関心が示 さ れ現在の ま ま で は ， 我国運の将来の た め憂慮に
堪えな い と し ， 国立大学教官の待遇改善の早急な る 実現方
を 当 局に対 して要望す る こ と を満場一致を も って別紙の と
お り 決議致 し ま し た 。

国費多端の折柄 で あ り ま すが ， 国運の興隆は学術の研究
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富と教育によ る こ とがいかに大で、あ るかに思を致され ， 速や

かに国立大学教官の待遇向上をはかられた く お願い政しま
す。

国立大学教官の待遇改善につ いて要望

わが国における科学研究の指導的役割を果たすと と もに
研究者， 技術者養成の主体となっている国立大学に対する
社会的期待は ， ま すますたかまっているに もかかわ らず ，
現在の各国大学は教官が民間事業所や海外え転じ ， 優秀な
る人材で教官を志望する ものが減少する等 ，秀れた教育者 ，
研究者の確保が危殆に瀕してい る。 乙 れが最大の原因は大
学教官の待－遇が極めて低いか らであって ， 看過する 乙 との
できない憂慮すべき事態である。
富山大学後援会は総会の決議と して ， 国立大学教官の待

遇の画期的な改善を図 り ， 優秀な る 人材を大学lζ確保 し ，
研究 ， 教育 lζ専念させ得る よ う速やかに措置 されん こ とを
切望する 。

昭和 35 年 7 月 8 日 富 山 大 学 後 援 会
昭和 35 年度夏季全 日 制認定講習

乙 と しの夏季全日制認定講習は 7 月27 日か ら次の とお り
実施された。
なお ， 秋季定時制認定講習は↑0月末から開始の予定であ

る。
科 目 � 「出：＇＝l 会 場

一般教育 ｜ 杉本 新平 1 8月 1 0 , 1 1 , 1 宮山市
倫 理 学 ｜ ｜ 笠Jl一一｜ 柳田I小学校教 科 ｜ 神保 放牛 1 7月 27 ,28 , ( II 
国 語 学 ！ I 29 , 30 ｜ 芝闘 中学校弔橋一一飯山 敏春 ｜ II I II 人 文 地理牛 l I I 教 職 ｜ 酒井 康彦 ｜ γ ｜ 教 育 原 理 ｜ ｜ ｜ 

教 科 ｜ 渡辺 義一 ｜ γ ｜ 代 数 学 ｜ ！ ｜ 教 職 ｜ 松為 周従 l I I 算数教材研究 ｜ ｜ ｜ 
教 職 拘 ｜ 峰川 栄作 1 I I 理科教材研ん ｜ ｜ ｜ 教 科 ｜ 黒坂 富 治 1 8月 10 , 1 1 , 1 宮大音 楽 理 論 ！ ； I 1 2 , 1 3  I 教 育 学 部

薮一和一一一｜お回 l削言 ｜ II l 宮山市
法 学i I 1 柳町小学校盟盟瓦［坐三上二」副監教 科 払 ｜ 玉生 正信 j 7月 27 , 28 ， ， 高岡市 ｜ 大美 術 理 論 ｜ I 29 , 30 1 平米小学校 l教 職 ｜ ｜ ｜ l 学（幼〉教育原理 ｜ 溝上 茂夫 l I I I 

教 科 ！ 山淵 利文 ＼ 8月 24 ,2s , 1 高岡市学 校 保 健 ｜ I 26 , 27 1 定塚小学校教 職 ｜ ｜ ｜ 青 勾 心理 学 ｜ 泉 敏郎 ｜ γ ｜ 
教国聖教材研究 ｜ 松田 JI民吉 ｜ 古
教 職 ｜ ｜ ｜ 社会教材研究 ｜ 佐々木龍作 1 I I 
教教職 育 史 ｜ 立島 h 譲 1 8月 5 ，三 4, 1 鰭京学校教法科 律 学 ｜ 菅野 貞雄 l II I 
教物科 同 学 I ，藤木 興三 l II ｜ 高見京学校
教 職 ｜ 十 ｜ ｜ （幼）教育心理学 ｜ 吉 田 博 ｜ γ ｜ 教 科 ｜ 森谷佐三郎 ＼ 8月 10 , 1 1 , I 新湊市 放

英 文 学 ｜ I 12 , 1 3 I 生津小学校教・ 職 ｜ 入沢 寿夫 ｜ γ ｜ 教 育 心理学 ｜ ｜ ｜ 教社科 会 学 ｜ 石瀬 秀治 1 8月 5 ，三 4 ， ＼ 君事案望校一般教育 ｜ ｜ 地 学 ｜ 近藤 堅二 ｜
護育費需の研究 ｜丸山 豊一 ｜ 可2: � 31 1 · I  �t�京学校教 科 ｜ ｜ ｜ 休 育 管 理 ｜ 金子 基之 ｜ γ ｜ 
夜爾 J 田中 天正丙万 24，ぉ， ｜ 身、I研 一体育教材研九 ｜ ｜ 必，27 ｜ 大島小学校
三転 職 一一一

｜ 了一一一一一一一一一一
家庭教材研究 ｜ 加藤寿美子 ｜ II ｜ 教 育 学 部

教ー 職 ｜ 一一一了一一一一丁肩頁百一音楽教材研究 ｜ 小沢慎一郎 l II ｜ 呉羽小学校教 職 ｜ ｜ ｜ 関工教材研究 ｜ 大滝 直平 ｜ γ ｜ 

山

九
号

本年度科学教育研究室

昭和35年度本学科学教育研究室は前期 は 5 月 16 日から ？
月 15U まで ， 後期は 9 月 16日 か ら 12月 15臼 ま で次の とお り
開室される。 乙 と しは学科目は科学教育振興の線に沿って
か自然科学に限 られた。

室長 ｜ 学 長 l 梅 原 真 隆
主事 ｜ 学生部長 ｜ 大 島 文 雄

実 験｜ 研 究 生 ｜ 指 導 員
学 部

｜門町1－－；；学校 ｜ 職｜ 氏 名 I * � � fk J!i�JI� ii 研 究 題 目 同氏 名
｜ ｜ ｜ ｜定時制｜前 ｜ー文理学部｜ 生態学 ｜ 実験 ｜謀女子高等｜教諭｜平沢 哨忠弘是認可 （ ！ 習＇） ！�要請 1：�起続出完 ｜教授｜植木 忠夫
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8 名計合

レ グ y ェ ー ジ ョ ン 便 b工学部工業科学実験研究室

親 営 工 事

第 10 回 文部省共済組合北陸

東海地区体育大会

乙 と し は 金沢大学が当祷附話 役 と な って ， 7 月 21 日 22 日
の両 日 金沢大学FJl.＇宇 部 グ ラ ン トーを 中心 lζ開催 さ れた。 種 目
は 例 に よ って ， 野球 ， 庭 球 ， 1Mま ， 卓球 ， ソ フ ト ボ ー Jレ の
5 種 目 で あ る 。 参加者は三重 ， 愛知学芸， 名 古屋 ， 名 古屋
工 業 ， 岐阜 ， 福 井 ， 金沢 ， 宮 山 の 8 大学 ， 名 古屋工事事務
所 ， 鳥羽商船 ， 富山商船 の両高校 の 1 1 で あ る 。 試合は 21
日 午前 ？ 時E里学部 グ ラ ン ドで行われた開会式 に よっ て そ の
幕が切って お と さ れた。 各種 目 に お け る 木大学の戦績及び
優勝者 は 次の と お り で あ る 。

（野 球）
；拡大学は l岐阜大 と 戦い 1 対 4 で一回戦で敗れて い る 。

（庭 球）
本大学は 予選で 名工大 と 1 対 4 ， 金大 と 0 対 5 ， 愛知大
と 愛知学芸 と 0 対 5 で何れ も 惨敗を喫 してい る 。

（排 球〉
予選で福大K. 6 対 2 で敗れ た が名 大 l乙 2 対 1 で勝ち 決勝
戦 に臨 み ， 富山商船 lζ不戦勝 の あ と 金大 と 対戦 O 対 2 で

工学部で は か ね て工業科学の実験研究室の新設を要求 し
て い た の で あ る が ， 乙 れが第 1 埠］ 工事は 昨34年度 文教施設
整備費を も って実現す る 乙 と と な り ， 昨年1 0月 29 日 若工従
来鋭意工事を進め て い た が ， 本'if 3 月 25 日 を も って竣工 し
た。 そ の規模構造は

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 5 階建
建 坪 1 00 . 185 J平
延 坪 353 . 445 坪

で あ って ， こ れに要 し た経費は総額 2 , 323 万円でそ の 内 訳
建物費 1 , 641 . 500 坪
電気工事費 207 . 070 坪
給排水工事費 474 . 430 坪

で あ る 。
な お 第 2 期工事は ほ ぼ ζ れ に近 い規模で1 1 月 か ら 着工の

予定。
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報
敗れた。

（卓 球〉
予選で鳥羽商船に不戦勝 ち ， 金大 に は 2 対 5 で破れたが
富山商船 に は 5 対 O で勝って決勝戦 に 臨んだが金大lζ 2
対 3 で敗れた。

（ ソ フ ト ボ ー Jレ〉
名 工大 に 8 対1 7A の大差で敗れれて い る 。

何れに し て も 全体を通 じ て香 し く な い戦績であ る 。
各種 目 に お け る 優勝者は次の と お り で あ る 。

優 勝 準震勝
愛知学芸 名 大野 球

庭 球 金
金

大
大
大
大

名 大
大
大
大

排 球
卓 球 名
ソ フ ト ボ － ）レ 名

金
福

国 家公務員共済組合富山地区

体 育 大 会

｜大学｜古里｜食糧｜法務｜検察｜統計｜財務｜ 勝副 J順位
三三G凶ュ�－�三l三L_
�己GI二ιl三l_1-L�＿L _6-__ L2_ 
f竺＿！！＿L2-L立》｜一一三｜一ーとl一三L_3J__ �J ___ � 
法 務 I 1 I 4 I 2 1�1 1 I 2 I 3 I_ 1 3 I s 

��－11「·3 T-ir4r���J一司－－1-, 司－3-
統 計 I 1 I 4 I 3 1 3 I 2 l�I 3 1 1 6  I 2 

財 務 I o I 4 1 3 1 2 1 4 / 2 1�1 1 s I 3 

（排 球 大 会）

と き HB革担35i:J� 5 月10 日 （火） 午前 9 1時

と 乙 ろ 富山市体育館
A ゾ ー ン

大 学 食 糧 1 対 2
食 糧 一 古 里 2 対 1
大 学 一 古 里 2 対 O

（野 球 大 会）

と き 8 月 3, 4 日 午前 ヲ 時
と 乙 ろ 大学教育学部 グ ラ ン ド

昭和 35 年 9 月 1 日

参加 チ ー ム 富山大学 ， 裁判所， 財務部， 法務局， 古 E 富里保養所 ， 北陸荘 山
大
学

戦 車責
第 1 回戦

大 学 1 0 - 7 法務局
第 2 回戦

大 学 1 0 - 1 財務部
5 回 コ ー Jレ ドゲ ー ム

決 勝 戦
大 学 9 - 2 裁判所

九
号

全 国 公務員 レ ク リ エ ー シ ヨ ン

共 同 事 業

本年度共同事業の叩話役 （運営委員長） は 引 き 受け手が
な く て選定が難行 し た 。 5 月 中葉を過 ぎ て も 決 ま ら ず ， 数
回 lζ 及ぶ協議の結果本学が引 き 受け る 乙 と と なっ た 。 か よ
う に選定が難行 し た のは ， 一つ に は世話をや く に は 相 当 数
の職員 を擁す る 官庁で あ る 乙 と が必要で あ る こ と ， 従って
既 に経験済みの官庁を除い て 乙 の条件 に かな う 官庁が少な
く な っ た 乙 と 。 一つ に は何時 も 引 受け跨踏の理由 と な る 運
営事務負担の重圧のためである 。 そ 乙で負担については こ
と しは運営事務を分けて統括 ， 連絡， 経理の面と競技運営
の実際の面の二つ と し ， 競技運営は 各種 目 に つ いて分担者
を決めて負担重圧を分 散す る こ と と な った。 乙 れで 5 月 末
漸々選に入り ， 本学が運営委員長と して ， 統括 ， 連絡等の
仕事をす る 乙 と と な った。 た め に 競技の予定が大変遅れ ，
6 月 22 日 排球大会を皮切 り に始め る こ と と な った。 と 乙 ろ
が 乙 れ も 当 日 雨 と な り 競技運営分担者の都合で順延 と も な
ら ず ， 9 月 に も ち 越 し ， 次 の ソ フ ト ボ ー ル が先行す る こ と
と な った。

ソ フ ト ボ ー ル
8 月 1 1 , 1 2の両 日 南部中学 グ ラ ウ ン ドで行われた。 参加

機関 12参加 チ ー ム 16で昨年 よ り 2 チ ー ム 少な い 。 本学は A
B の 2 チ ー ム 出 場 し た 。 ?f� 1 Fl は 時 々 強 い に わか雨 iζ見舞
れたが， －fl寺中止の 乙 と も な く 試合を敢行 し た。 そ れで も
第 1 Fl の 予定を終っ たのは 夕闇迫 り ， 試合可能の極限 ぎ り
ぎ り で あ った。 第 2 ［：］ は権決勝 と 決勝戦が行われたが ， 優
勝は法務局 ， 権優勝は電波監理局で あ っ た た 。 本学 2 チ ー
ム の戦績は次 の と お り で あ る 。

大 学 B 一 裁 判 所 1 7 対 20
I統計事務 9 対 4

大学 A －�郵 便 局 8 対 7
1法 務 局 1 1 対 18

試合を終え たのは 3 時で あ る 。
卓 球 大 会 （ 昭和34年度）

5 月 21 日 行われた卓球大会の会場は 乙 れ も 大 き く て ， き
れい で設備の整って い る と い う 点でパ ト ミ ン ト ン 大会同様
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の興国人絹ノ 'CJレプ工場の体育館が選ばれた。 試合は例 に よ

り 団体 と 個人戦が行われたが ， 参加機関数12 ， チ ー ム 数 1 3 ,

出 場者ーは83 名 で あ る 。 出 場 チ ー ム 数 ， 個人戦出場者数 と 卓

球台数 （8） か ら 見て時間に充分余俗あ り と し て 予選 ， 決勝

戦 と も リ ー グ戦で行った。 本学は本年は チ ー ム 編成難で 1

チ ー ム だけ の 出 場 と な り ， 女子の出 場者は 1 人 も な か っ

た。 団体予選で は 本学チ ー ム は B ブ ロ ッ ク で 1 0勝 5 敗で決

勝戦 に臨んで営林 ， 電波の両チ ー ム と 争っ た が下記の成績

で次位 と な り ， 国休出 場選手を擁す る 営林署は昨年に 引 き

続い て優勝 し た。 個 人戦 は 男女 lζ分れ団体予選 リ ー グ戦 に

お け る 最高勝率者の聞で行われた 。 男子個人戦の 出 場者は

26名 ， 女子個人戦出場者は 7 名 で あ り ， 本学で は 男子の方

で川原 ， 山岸の両君が出 場 ， 川原君は 5 位 l乙入賞 し た 。

団体決勝 リ ー グ戦績

営 林 署 7 )j事 3 敗
大 学 5 R芽 5 敗

電 波 5 勝 7 敗

北陸三大学事務局交歓野球訴合

北陸の三大学は何か と 接触が多 い ので あ る が ， と りわ け

連絡関係 の深い事務局同志が隣保親善を深 め る た め ス ポ ー

ツ を通 じ て年 lζ一度 の顔合せ を や ろ う と い う 乙 と で 乙 こ の

と こ ろ を毎�l·野球試合行って い る 。 乙 と し は 本学当番ttt話

役 と なって 5 月 1 4 （土） , 15 （ 日 〉 の両 日 五福 グ ラ ン ドで行

う こ と と な った。 と と ろ が1 4 日 は生憎雨 と な って当 日 の 予

定 で あ る 市井大学 と 本学の試合は 巾止 と な り ， 試合は ー さ

い 1 5 日 に 持 ち 越 し た。 戦績は 次 の と お り で あ る 。

福 井大学 ー 富 山大学 1 対 6

金沢大学 一 宮tl！大学

金沢大学 一 福 井大学

1 0 対 1

5 対 8

か く て金沢大学が優勝 し た。 終って さ さ やかな懇f司会に

移 り ， 5 H寺頃散会 ， 金沢 ， 福 井の大学選 手 ， 応援 の一行は

天々帰途 に つ い た。

部 局 ’情 報

学 生 部

第 6 回 大 学 祭

本年度大学祭は 5 Jj 28 口 か ら 次 の よ う な 日 程で多彩なれE

し が展開 さ れ ， 6 月 4 1ニ｜ の演劇 発表会を も って終っ た。

5 月 28 日 （土〉

前 夜 祭

イ ． 開会式 後 2 . 00 ～ 2 . 30 県庁前広場

ロ ． 仮装行列 コ ン ク ー Jレ 後 2 . 30 ～ 4 . 00

学

ハ ． フ オ ー ク ダ ン ス 後 7 . 30 ～ 9 . 00

5 月 29 日 （ 日 〉

閲碁大会 前 9 . 00 ～

5 月 初 日 （ 月 〉 後 1 . 30 ～

東京大学教授 宮原誠一氏

演題 た 日 本 の文化 と 教育 ミ

名 古屋大学教授 坂 田 昌一氏

演題 と現代の 自 然観 ミ

教育学部

黒 田 講堂

一最近の原子物理学の進歩 を め ぐ って －
5 月 初 日 後 6 . 00 ～ 8 . 00 富 山市公会堂

音 楽 会 第二固定 期演奏会

合唱 ， 独唱 ， ピ ア ノ ， バ イ オ リ ン 独奏 ， 管絃楽演奏な

ど
5 月 31 日 前 9 . 00 ～ 後 5 . 00

球技大会

バ レ ー ボ ー Jレ （ 男 ， 女〉

ピ ン ポ ン

教育学部 グ ラ ウ ン ド
II 卓球場

ソ フ ト ボ ー ノレ （ 男 ， 女 〉 グ ラ ウ ン ド

体育館バ ス ケ ッ ト ボ ー Jレ

ノ イ ド ミ ン ト ン 黒 田 講 堂

6 月 1 日 （水〉 前 1 0 . 30 ～ 後 5 . 30

学部研究発表会
。 教育学 部 教育学部

E忘れ ら れた子等 ， 精神薄弱 児 K つ い て ミ

と生活指導の分野 に お け る 生活綴方ミ
。 一般教育課程 文理学部

と 親 と 子 と 文部省ミ
。 経済学部 経済学部

j!f� 3 回 ゼ ミ ナ ー lレ

午．前 1 0 . 30 ～ 4 . 00 先表 ， 討n
f変 4 . 00 ～ 5 . 00 座i淡会

6 )J 1 1 1 （水〉

空 手i東武会
ダ ン ス ノ fー テ イ

6 月 4 日 （土〉

後 4 . 00 ～ 5 . 30

後 6 . 00 ～ 8 . 00

黒 田 講堂
，， 

フ オ ー ク ダ ン スパー テ イ 後 2 . 00 ～ 4 . 00 黒 田講堂

後 5 . 00 ～ 8 . 00 工 学 部

6 月 20 lcl （木） 後 1 . 00 文理学部

弁 論 ， パ ネ ノレ

1 . 第 5 同学長杯争奪弁論大会
2. ノ マ ネ ルテ、 ス カ ツ シ ヨ ン

6 月 3 日 （金〉

公開放送劇 後 3 . 00 ～ 5 . 00 黒 田 講堂
ト ト ン ・ 卜 ム ・ ト ム 矢代静一作

ス テ レ オ コ ン サ ー ト 後 5 . 00 ～ 7 . 30 黒 田 講堂
1 . フ。 ロ コ フ イ エ フ

一 古典交響rl11 -
2 .  チ ヤ イ コ フ ス キ ー
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報
22 日 123 日 j 昭和35年度入学者選抜試験
29 日 人事教授会

教授会
人事教授会
入学者学部オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
身体検査 （入学者〉
一般教育オ リ エ ンテー シ ヨ ン

13 日 昭和35年度前期授業開始
27 日 ｝28 日 ； 定期健康診断 ex線間接撮影〉

5 月 4 日 教授会
4 白 人事教授会
9 日 定期健康診断 ex線間接撮影〉
12 日 I1 3 日 ｝ 全国文理学部長会議 （於愛媛大学〉
18 日

位三＝，畠

山
大
学

昭和 35 年 9 月 1 日
ピア ノ コ ン チエル ト
第一番

乙 の他lζ展示会が次のとお り聞かれた。
5 月 28 日 （土〉～ 5 月 初 日 （火） 前 9 . 00 ～ 後 5 . 00
書道部， 美術部 ， 写真部 ， 展示会

富山市商工奨励館

30 日
4 月 4 日

1 1 日

ζ と しは本学が当番校と して当地で開催され石 乙 と とな
り ， 大部分の種目 の競技は 7 月 10 日 （ 日 〉 夫々予定の会場
で行われた。 ただラ グビーとサッ カ ーは同月 9 日 ， 1 0 日 ，
1 1 日 の 3 日 間 ， ま た野球は同月 3 日行われた。 開会式は 7
月 1 0 日午前 9 時から富山市スポーツ セ ン タ ーで 挙 行 さ れ
た。 参加学生は約 700 人の多きに達 した。 種目 と場所は次
のとお りであ る。
陸 上 競 技

球j 軟 式
l 硬 式

野 球 硬 式
卓 球
ノイ ド ミ ン ト ン

九
号

1 1 日
12 日

第 12 回北陸三大学総合体育大会

一般定期健康診断 （第 1 日 〉
文部省施設課長補佐校内視察のため来部
一般定期健康診断 （第 2 日 〉
教授会
教授会
教授会
一般教育自治委員と学部補導委員と の懇談会
教授会
教授会
理学科オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
文学科オ リ エ ン テー シ ヨ ン
ア メ リ カ 人ダ イ アナ嬢来部
寮生との懇談会
前期第13週終了
教授会
夏期休業
教授会
文理学部同窓会総会
教授会

20 日
25 日
25 El 

6 月 8 日
16 日
20 日
22 日
29 日

7 月 6 日
1 1 日
1 1 日
12 日
12 日
13 日
20 日

8 月 20 日
23 日

13 日

県 営 陸 上 競 技 場

市 営 束 中 野 コ ー ト
黒 田 講
市営ス ポーツ セ ン タ ー
教 育 学 部 コ ー ト
市営ス ポ ー ツ セ ン タ ー
中 部高 校 グラ ウ ン ド
教 育 学 部 グラ ウ ン ド
附 属 小 学 校 講 堂
教 育 学 部 小 講 堂

グラ ウ ン ド
西 田 地 方 プ ー Jレ
商 業 高 校 体 育 館
総 山 輪 小 学 校

ト

-主主

中 部 高 校 コ

，， 

庭

バ レ ー ボ ール
パス ケ ッ ト ボール
サ
フ
剣
柔
ソ フ ト ボ ーノレ
水 泳
体 操
空 手

道
道

カ
ビ

、

ゲ

画、r、，『d『叫向、，、－、，、，－..；－－
日 誌

、，、，..... ，、，、u，、，『..，...咽関、，、ー’w

昭和35年度夏作試験研究北陸 ブロ ッ ク 会 議
（高田市）
日本学校安全法の施行lζ伴 う趣旨徹底説明会
（大阪府）
昭和34年度中学校美術科実技講習会 （東京〉
名古屋文化栄養学院入学試験 （会議室〉
昭和35年度日本教育大学協会地区会， 評議会
第一部会開催 （金沢大学）
教授会
文部省初等教育実験学校発表会 （市川市八幡
小学校）
大学生奨学生事務協議会 （福井大学）

里｜井，，，ザー育｜ 教
7 ～ 1 1 
9 ～ 10 

3 .  
3 .  

主｜� 7-理

教授会
期末試験開始

終了

｜ 文
2 月 3 日

1 7 日
3 .  22～ 26 
4 . 
4 . 

る
27 
4 
10 

5 . 
5 .  

，， 

教授会
人事教授会
建築委員会
定年退職三教官の送別会
文部省会計課第二予算班主査
白取信男氏文理学部移転問題について来部調
査

24 日

1 1 日
1 7 日
19 日

5 月 9 日
1 0 日

〆／
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第 19 号
5 .  1 2 高等学校教育実習打合せ会開催
5 .  19 文理学部と併設されてい る教育学部の学部長

会議 （佐賀大学）
6 .  昭和35年度日本教育大学協議会代議 員 総 会

（東京学芸大学世田ヶ谷分校〉
6 .  3 日本教育大学協会北陸地区会第二部会家政科

研究協議会 （新潟県赤倉温泉）
6 .  8 教授会
7 .  1 3  教授会
7. 14 昭和35年度北陸地区教員養成学部事務長協議

会開催
7. 15 昭和35年度日本教育大学協会北陸地区第二部

会書道科研究協議会 （新潟大学高田分校〉
7 . 24 教員養成大学体育研究集会 〈長野県菅平〉
7 .  28 昭和35年度産業教育指導者養成講座 （東京教

育大学農学部〉
8 . 教授会
8 .  22 東海北陸地区学生補導厚生研究会 （静岡県青

年の家〉
8 . 27 昭和35年度全国国立大学教員養成学部事務長

会議 （北海道大学札幌分校〉
｜ 経 済 学 部 ｜

2 .  18 人事教授会
2. 25 人事教授会， 教授会

25 後期末試験3 .  2 
3 .  7 入学者選抜調査書審査委員会
3. 12 人事教授会， 教授会
3 .  30 教授会
4 . 1 1  新入学生オ リ エ ン テー シ ヨ ン並に身体検査

前期授業開始
職業補導小委員会， 人事教授会

4. 14 教授会
4 .  28 教授会
5 .  6 学生就職父兄懇談会， 人事教授会

1 0 .  1 1  十大学経済学部学部長， 事務長会議 （和歌山
大学）

5 .  1 9 定期健康診断 ex線間接撮影）
5 .  26 教授会， 人事教授会
6 .  9 定期健康診断 〈一般計測， 腸ノf ラ予防注射〉，

教授会
6. 1 0  国家公務員上級試験説明会 （ 1 番教室〉
6 .  23 教授会
7 .  7 就職懇談会， 教授会
7 .  21 教授会
8 .  24 人事教授会

1 .  25 
1 26 
2 .  3 
2 .  4 
2 .  1 0 
2 .  1 7 
2 .  19 
2 .  20 
2 .  23 
2 .  24 
2 . 26 
2 . 27 
2 . 28 
3 .  7 
3 .  ヲ

，， 

3 .  1 1  
3 .  12 
3 .  14 

，， 

ノr

3 . 15 
3 .  1 7 
3 . 1 8 

，， 

，， 

3 . 19 
3 .  21 
3 .  28 
3 . 29 
3 .  30 

，， 

3 .  31 
4 . 3 
4 . 7 
4 . 1 1  
4 . 12 
4 .  1 3 
4 .  25 
4 . 27 
4 . 30 
5 .  4 
5 .  18 
5. 19 
5. 20 
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学

｜ 薬 ムチ同 部 ｜
教授会
金沢大学薬学部事務長岡田勇殿来学
教授会
人事教授会
教授会
学部移転具体案作成委員会 （仮称〕

，， 

人事教授会
学部移転具体案作成委員会
教授会
人事教授会
後期授業終了
期末試験 （ 3 月 7 日 まで〕
補導委員と沖縄出身学生との懇談会
教授会
学部移転具体案作成委員会

，， 

，， 

教授会
文部省大学学術局長崎庶務課長補佐来学
学部移転具体案作成委員会

，， 

，， 

教授会
人事教捜会
学部移転具休案作成委員会
文部省大臣官房会計課白取氏来学
学部移転具体案作成委員会

，， 

fノ

教授会
静岡薬科大学長 鵜飼貞二氏 来学
l±l納検査
日本薬学大会 （ 6 日 まで 於東京〉
新制六大学薬学部長会議 （於東京〉
新入学生オ リ エ ン テー シ ヨ ン並びlζ健康診断
前期授業開始
教授会

，， 

，， 

教盛会
教授会 （13回）

II ( 14回〉
大蔵省管財局固有財産第一課宍戸課長補佐他
来学 （固有財産実地監査）
文部省教育施設部計画課大串課長補佐来学



報 昭和 35年 9 月 1 日
5 .  23 教授会 （15回〉 ｜ 工 部 ｜品4同－ 富5 .  25 ，， ( 16回〉

エーザイ 株式会社田辺研究部長来学 教授会 ， 人事教授会 山ヨ’r 2 .  4 
5 .  26 薬学部建築委員会 3 .  9 木省， 施設部篠岡， 竹内両技官， 西村名古屋 大
5 .  27 会計険w院：：1;1J:rti:官Jtill:1泰｛Ill来学 （会計実地検 工l�事務所長， 新設化学実験室視察 学

査） 3. 14 教授会5. 30 薬学部建築委員会 3. 15 人事教授会
6 .  教授会 （ 17回〉 3 . 18 本省施設部工営課長小林秀弥氏来部木省， 会

，， 薬学部建 築委員会 計課 ， 白 取主査 他来部
6 .  ろ ，， 3 . 22, 23 入学試験
6 .  7 定期健康診断 3 . 30 教授会
6 .  ？ 教授会 （18回〉 4 . 6 新入生， オ リ エ ン テー シ ヨ ン ， 身体検査
6. 1 0  株式会社伊藤商店伊藤十勝取締役来学（求人〉 4 .  20 人事教授会

，， 株式会社堀端商店堀端栄之助取締役来学（ 〆／ ） 4 . 27 新設化学実験室受渡
6 .  15 教授会 （19回） 5 .  18 大蔵省森岡洋二外 5 名の監査官来部， 固有財

／ノ 富士色素森社長来学 L求人〉 産監査
6 .  17 薬学部建築委員会 5 .  19 木省施設部， 計画課長補佐大串技官， 西村名

rノ 日 本 レダ リ 一株式会社伊藤学術部長来学 古屋工事事務所長来部
6 .  22 教授会 （20回） 5 .  25 人事教授会
6. 23 武悶薬品学術部良質一氏来学（ 特別講座〉 5 .  27 会計検査院検査 （検査官田所， 小林両氏〉
6. 27 第 4 次学生， 期末試験 （ 6 月初日 まで〉 5 .  30 学生， 職員の定期健康診断
6. 29 教授会 （21回〉 6 .  木省大学学術局課近藤， 原の両事務官来部
6. 30 ，， (22回〉 6 .  2 西村名古屋工事事務所長来部
7 .  6 富士色素森取締役社長工学博士来学 （特別講 6 .  4 金属学会北陸支部講習会演〉 6. 15 , 16 人事教授会7 .  7 教授会 （23@J) 6 .  20 関西電力提供映画会

，， 帝国化学産業取締役 回 n伊丹て埼長来学 （求 6. 27 人事教授会人） 7 . 2 分析化学中部地区北陵部会役員会7 .  1 1  教授会 （24回） 7 . ？ 北陸信越工業教育協会， 富山県支部総会
，， 夏季休業lζ入る （ 9 JJ 3 日 ま で） 8 .  1 7 人事教授会7 .  16 教授会 （25回〉 8 . 22～29 文部省委嘱専門講習会7. 21 日本新薬中野常務取締役他来学 （求人） 8. 23 教授会7. 26 岐阜薬科大学西川会計課長来学 8 .  31 人事教授会7 .  27 名古屋通商産業局北陸アルコ ール事務所 （ア

ル コ ール検査） ｜ 図 書 館 ｜7 .  28 中華民国台湾省荊剤師公司葉水石理事長来学
8 . 大 口木製薬念仏特殊薬品課長来学 （求人〉 3. 18 商議会 （資料管理， 規程， 細則 ， 35年度事業
8 . 4 金沢大学薬学部岡田事務長他来学 計画〉
8 . ？ 全薬工業橋本代表取締役来学 （求人〉 3 .  28 ヘルン文献解説目録についての委員会 （文理
8 . 10 教授会 （26回〉 分室〉
8 . 17 II (27回〉 6 .  16 商議会
8 . 18 (28回〉 7 .  5 ’F II 

8 . 20 三共製薬中村金沢出張所長 （求人） 7 .  14 ，， 

8 . 23 ／／ 星野人事課長来学 （ ノノ 〉 8 . 25～26 第10回北信地区大学図書館協議会 （福井大学
，， 教授会 （29回〉 図書館〕

8 . 27 武田薬品常務佐竹人事部長来学 〈求人〉 9 . 5 夜間閲覧， 時間外閲覧の開始
8 . 29 北陸財務局西田氏来学 （ 9 月 2 日 まで ， 固有 週日 17時～ 20時

財産評価〉 土曜 日 13時～15時30分
37 
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2 .  1 0  

2 .  1 1  

2 .  20 

2 .  23 

2 .  26 

2 .  29 

3 . 7 

3 . 1 5  

3 .  20 

｜ 本 部
職業補導担当者会議

入学願書受付

入学願書締切

文部省国際文化課高樋事務官来学沖縄留学生

と 懇談

評議会

事務協議会
ノ〆

評議会

卒業式
3 . 22, 23 入学試験

3 . 31  合格者発表

4 .  1 0  入学式

4 .  1 8  事務協議会

4 .  22 評議会

4. 23 

5 . 1 

5 .  6 

5 .  9 

5 .  15  

5 .  1 7  

5 .  20 

補導協議会

吉 田 事務局長静岡大学へ転出

学内異動

問 中 事務局長着任

吉 田 事務局長離宮

北陸三大学事務局交歓野球夫会 （五福 グ ラ ウ

ン ド〕

国有財産実地監査 （北陸財務局〕

評議会
5. 23 科学教育研究室開室式

5 .  24 補導協議会

5. 26～28 会計検査院会計検査

5 .  27 評議会

5 .  28 補導協議会

6 .  1 0  学部長会議

小委員会

補導協議会

認定講習 委員会

後援会理事会

小委員会 ， 評議会 ， 後援会総会

職業補導担当 者会議

共済組合体育大会

原子力同 位元素委員会
共済組合野球大会 （五福 グ ラ ウ ン ド 〉

岡崎教授渡独の た め離富
評議会
事務協議会
J. S. T. 研修会議

6 .  1 4  

6 .  20 

7 .  2 

7 .  8 

7 .  1 9  

7 .  22, 23 

8 .  
8 . 2 ～ 5  

8 .  5 
8 .  1 8  
8 .  1 9  
8 .  22～27 

1 .  21  

一部一一学一一大一一期一一短一一営一一
経一

議

・
1
1

会官教

2 . 22～3 . 5 後期末試験

3 .  7 昭和35年度入学者選抜調査書審査委員会
4. 3 入学試験
4 .  8 教官会議
4. 9 入学許可者発表

4. 1 1  前期授業開始
4. 1 7  

4 .  1 9  

4 .  2 1  

4 .  28 

6 . 9 

6 . 1 8  

入学式 ， 後援会 発会式 ， オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン

教官会議

学生身体検査

授業料減免選考委員会

教官会議

第 5 回国立短期大学部学長主事会議 （於東京

日 本学術会議〉

昭和33年度～昭和35年度開設の短 期大学運営

打合せ会 （於虎の門共済会館〉

7 .  1 3  

，、－・圃，h，、ー・・圃J、，、-J、，、
職 住員 所

＿..，.、．．． ，、，、圃園田，、，、－，、，、___,J、，、－・M’d、ーー

住所変更

教育 岩 国 弘
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台湾 ・ 香港 . j奥門の教育事情

新 田 隆 信

わ た く し は こ の 2 月 か ら 3 月 にか け ， 政府の命に よ り ，

約 1 カ 月 の あ い だ， 中華民国台湾省， イ ギ リ ス 植民地香 港 ，

ポ lレ ト ガ、 ル植民地襖門 の各地を巡 り ， 各層 の 人士 と 懇談 し ，

教育問題 を r:p心 l乙講演を行い ， 参観や見学を こ こ ろ み た。

本稿で は紙幅の都合上 ， 問題を各地の教育事情 に 限 り ， 素

描の筆を と る 乙 と に し た。

.L>、i::l 湾
民国憲法第 158 条 に 「教育文化。 応発展国民之民族精神l ,

自 治精神 ， 国民道徳。 健全体格， 科学及生活智能」 と あ り ，

中 国教育 の基礎理念を明示す る と 共 に ， さ ら に財政的拘束

と し て ， 教育 ・ 科学お よ び文化 の経費は ， 中央政府 に 関 し

予算総額の 1 5 5 払 省 に つ き 省予算総額の 25 % ， 市 ・ 県 に

つ き そ の 予算総額の 35 5ぢを， 何 れ も 下 り え な い 乙 と が規

定 さ れ てい る （同 164条〉。 と こ ろ で台湾の文教予算は ， 民

国 44 ～ 45 年度 に お い て国家予算の 1 . 85%当 る 台幣 67 , 45

2 , 051 円 に す ぎ な か っ た の に反 し ， 省予算に な る と 27 . 78

%に 当 る 207 , 867 , 624 円 が 充用 さ れ ， 更 に 県市の 場 合は

37 . 36 %iζ匹敵す る 400 , 094 , 936 円 に達 し て い る 。 即 ち 台

湾 の教育事情は財政上 ， 省政府 と 県市政府 l乙負 う と 乙 ろ が

極めて大で あ る 。
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台 南 の 成 功 大 学

台湾 も 六 ・ 三 ・ 三 ・ 四制を採 る 乙 と 我固 に 同 じ く ， さ ら
に初等教育 に つ い て ， 6 才か ら 1 2 才 ま で の学齢児童は学費
を免除 さ れ る 。 全省 1 , 248 の学校区に別れ， 1 , 399 の国民

学校が置かれ， 累年増設の勢に あ る 。 但 し有資格教 員 の確
保は 容易でな く ， 民国 44 年 lζ （わが昭和初年〉 に よ う や
く 30 , 208 人 の教師を 配 置 し た 。

中等教育 は初級 中学校 と 高級 中学校 に お い て実施 さ れ ，
国民学校卒業生はそ の半数が初 級中学校に進学 してい る が
当 局は 乙 れを 90 l仰と ま で措 ぎ 付 け 度 い 志 向 で あ り ， 且つ義
務 制 に し た い と の希望 も 語 ら れて い る 。 台湾は 日 本時代よ
り 支那本部 l乙比 し教育程度 が高かっ たせい も あ り ， 今 日 の

教育熱は 剖 回 すべ き 勢を示 してい る 。 乙 れ に反 し高級中学

校の方は全台湾でわず か に 1 45校 （但 し民国44年－1 955年〉

に す ぎ ず ， 在学生 も 1 45 , 798名 ， 木年 の概数 も それをやや上

廻 る 程度 で あ る 。 師範学校が九つ ， 初等教員養成 の た め ，

別 l乙設け ら れて お り ， そ の程度は高級 中学校並であ る （ 乙

の点は韓国 も 問機で あ る 〉。 台北 ， 新竹 ， 台中 ， 台南 ， 扉東 ，

花蓮 ， 台東 （以上男子） ， 台 北 ， 高Mte以上女子〉 の九 カ 所

l乙設置 さ れて い る 。 実業学校 も 91 校 を数え ， 在校生徒数は

52 , 830 名 （民国 44 if二〉 で あ っ た 。 それは ， 初級中学校 ，

高級中学校程度の別な く ， 民業l職業学校 ・ 商業職業学校 ・

工業職業学校 ・ J]<.1主職業学校 と H子ばれ る 。

さ い と に 大学だが， ま ず 国立大学 と して ， 台 湾 大 学

( 1945 年 日 本時代の台北常大を承継 し ， 6 学部よ り 編成 さ

れ る 。 法学院 ・ 医学院 ・ 工学院 ・ 理学院 ・ 山学院 ・ 芸術学

院がそれで あ る 〉 があ り ， 31 の学科 （「 系 」 と 呼ぶ） に分
れ 12 の研究所が付設 さ れ ， 他 に大学病院 と 前 向林が あ る 。

つ い で 国J'r.消輩研究院が ， 1 955 .i j O  9 月 ， 持総統 の 命 に よ っ

て開t没 さ れ ， 主 lζ原子力 の研究 と 訓練を 目 ざ し ， 大学院程

度 の核科学専攻機関 と なってい る 。 さ ら に 国＿＼［政治大学が

あ り 1 954 lrfの役立 に係 る 。 之 ら 始 め は 火学院程度の施設

で あ っ た が ， の ちA.学課程 を設 け た。 大学院課程 に は 1 05

人の学生を収容 して い る 。

つ ぎ に省立大学 と して ， 省立師範大学 （ 中等教師養成機

関） ， 省立法商学院 ， 省立成功大学 （台南〉 の三大学があ り ，

昭和 35 主f. 9 月 1 日

最後の も の は工学院 ・ 商学院 ・ 文理学院 に分れ規模が最 も 富
広大で あ る 。 成功 と は 鄭成功 （1661 ～ 83 1fの初代台湾王〉

に 匹l むl交 ？ち で ， ！日 ヴ南高工 を 中核 と して発展 さ せ た も ので l 山

あ る 。 ） あ と は 私 立大学で あ る が ， 校 わ を列記す る と ， 台北 ｜ 大

工荒布 川学校 ， i’？ 中 日2学：；；，心 rr 原 技工学院 ， cm 汁県 中t歴） , I 学

東呉ぺ学（＿ L;'ii} の も の を ゆ転） ， 淡江文理学院 ， 中 医学院（台

中 ） ， 交 ［日 大学 ， 電j二日月究�，；： ， 看護婦養成の護 事専科学校

（合北〉 ， 民業専科学 校 C IJP京） ， i毎 'Y i・： �IJ.科学校（基！盗〉 ， 家政専

科学校 ， 高bit医学院の詰校が挙げ ら れ る 。 な お県や市は 中

学 l交 と 実業学校を設置す る が ， 大学を設立す る 例 は な い 。

台湾の大学で は ， 口 木 の単位 に 当 る も の を 「学分」 と 称

し ， 1 週間 1 時間の講義 に つ き ， 5時間分の宿題 が併課 さ れ

て お り ， 一学期 （ セ メ ス タ ー〉 は 1 6 ～ 18 週か ら 成ってい

る 。 夏休みは学校 に よ り 2 ～ 5 カ 月 に亘 る が ， あ と は ， 祝

祭 日 や試験 円 を除 き 全部授業に充て ら れ る 。 工学系 に つい

て は大学 と 工場 と の連携 を進め ， そ れを建教合作 と 呼ぶ。

商学系 に ついて も 学校外での実習が重んぜ ら れ る 。

台湾で は小学校か ら 大学 に い た る ま で 「朝礼」 が実施せ

ら れ ， 礼儀や節度は厳格lζ教育 さ れて お り ， 筆者の参観 し

た諸校で も 学生が未 知 の筆者に敬礼を怠 ら ず ， 非常 な意気

込みで勉学に熱中す る 姿 l乙好感を覚え た 。 因 み に学校での

用語は ， 国語 と して の北京官話で あ り ， 日 用 語 た る 間南語

な ど （主 に福建語 ， 南部の一定地帯で広東語 ， 別 に 山獄地帯

で は高砂族の土語） の ほ か ， 改め て北京語 （国語〉 教育が

盛ん で あ る 。 日 本語 も 27才以上の 本省人 （台湾人） の 間

では充分に通用す る が ， 20 才以下の若い世代や外省人 （本

土 人〉 は殆ん ど弁 じ え な い。 な お近年 ま で省政府 に よ って

九
号

日 本語の禁止措置が と ら れて い た 。

香 港
今 日 の香港は狭い香港島 ・ 九龍半島 の地域 に約300万の 人

口 がひ し め き ， 昨 1r 9 月 末現在の就学生徒数は約 485 , 000

人 Ki！ し て い る 。 終戦直後は 4 , 000 人 に す ぎ なかった の に

対比 し ， そ の著 し い成長が知 ら れ る 。 学校数は 1 ，相8 校 を

算 し ， 内 訳 と し て イ ギ リ ス 政庁の設立す る も の 83， そ の 助

成 に係 る も の中等学校 21 ， 初等学校 386， 他は 私立学校998

聞香港 の一部 香港大学は 乙 の一角 に位置 し て い る
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と されてい る。 乙れに従事する 教師も 17 ,878 人に及び，
今 日 の香港には大陸よ り避難又は疎開 した有能な人材が溢
れてい るため ， 従って教員採用には殆ど不 自 由がない。 し
か しそれに して も初等学校に就学できない児童を解消する
に至らず ， 政庁は 7 カ年計河で全住民子弟の就学を可能に
する努りを推進してい る。 1958 !trか ら 59 fトに至る 1 カ ＇；iー
だけで67校が増設され新たに45 ,629人の収容を見たが， 11:i
で も難民救済の目的で 政rs�が建l没する高層アパー ト 群 ( 7
階建の大鹿の林立は正に偉観であ り ， それを resettlement
estates と称する〉 に平行 して必ず小学校が没け られてい
る。
政庁の設立する上記 83 校の内訳は ， 小学校 66, 中等学

校 8， 工業学校 2 ， 工業大学 1 , f！間近大学 2 ， 夜学 4 であ り ，
低廉な授業料， 優秀な教師や施設の故lζ志願者の殺到を見
ている。 小学校 （ 6 カ年〉 は 6 才から 12 才まで ， 中学校
( 7 カ年〉 は 12 才か ら 19 才までを基準とする。
香港大学は 香港に おける 唯一の 綜合大学で山腹を利用

し ， 狭い敷地lζ輪集の美を尽した校舎が貸えてい る。 文 ・
理 ・ 医 ・ 工 （建築を合む〉 の 4学部か ら成 り ， 学生数夫々
507・ 163・299・ 141 の計 七 1 1 0 名 と い う 少数であ り ， イ ギ リ
ス本国の大学と同等の規絡Kよる といわれる。 当局は向 う
7カ年に学生数を1 ,800名 l乙増加 したい志向であった。 尤も
その他東洋学研究科IC 31 人 ， 教育免許 コ ー ス lζ 90 人， 社
会事業コ ー ス に26人の学生がお り ， か く て大学卒業後の研
究課程を併せる と し266人が在学するわけで ， その う ち26 . 9
必 （343人〉 は女子である。 文学生は殆どすべて中国人で占
め られ他に東南ア ジ アか ら若干の現地人を交える にすぎな
い。 なお イ ギ リ ス 人子弟は中等学校までを香港で済ませ，
その上は連合王国， ア イ レ ， カ ナ ダ ， 濠州 ， ア メ リ カの諸
大学に進学する ら しい。 乙 の点では曽て日木人子弟が多 く
京城大学や台北大学lζ学んだ如き趣を存しない。 大学予算
は 1 ,200 万香港弗 （ 1 弗はわが る2円 50 銭 ， だから邦貨に換
算する と ， 7億5 , 000万円に上る） う ち政庁助成金550 万弗
であ り ， ま こ と に財政規模は豊かである。 教授陣は殆ど英 ｜
人ない し英国籍中国人から成り用語はすべて英語であ る。 ｜ 
私立大学が戦後に多 く 設立されたが， こ れら は中国語を

使用 し ， 本土か ら流入 した大学教授や大学生がその開設を
拍車した。

i奥 門

マ カ オはポ Jレ ト ガlレ 植民地である。 面砧わずかに 10 平
方粁， マ カ オ半島に位する。 タ イ パ， コ ロ ア ネ両島を含む。
人口は 37 万 5 千， 中共政権確立後において も ， 対岸中山県
か ら小型ジヤ ン ク に託 し中共監視艇の捕獲を免れてマ カ オ
に避難する者の数も少 く ない。 衆知のどと く カ ト リ ッ ク 宣
教の基地と して今日 も修道院や神学校が多い。 中共勢力 と
国府勢力とが平和裡に鏑を削っている。
学校制度については ， 中国人教育機関は何れも六 ・ 三 ・

学

7 カ オ カ ト リ ッ ク 系学園を望む
三fj;ljを と り ， 何れも広東語を使用する 。 それ らには カ ト リ
ッ ク 系 ， 中共系， 国府系の 5 種目がある 。 ポ Jレ ト カーlレ人子弟
の教育機関は幼児教育を重ん じ幼稚周が 3～ 4年の課程を
もっ関係か ら ， 小学校以上は四 ・ 三 ・ 三制の立前をと り ，
何れも政庁が経営する 。 マ カ オには大学がない。 葡人子弟
も木国へ進学する者は少 し 現地同化の傾向がある 。

大 学 と 留 学 生

竹 内 豊 三 郎
ア メ リ カで も ， ヨ ー ロ ツパで、 も ， 一寸 した大学へは世界

各国から間学生が来ている 。 先進国同志での留学生は文化
の交流と い う こ とが主な目的のよ うで ， 自国の大学で学位
をも らってから うたてい る 乙 とが多いが， 後進国か らの留学
生は留学生の学士号や学位を も ろ う こ とが目的のよ う であ
った。
私の部tE したア メ リ カ のブ ラ ウ ン大学へは イ ギ リ ス ， ド

イ ツ ， オ ラ ンダ宅から多かったが， ！日虫の ミ ュ ンへ ン大学
へは東南ア ジヤ ， ア フ リ カ咋か らの学生も多かった。 乙の
大学だけでも イ ン ドか ら 100 人以上も来てい る と聞いて驚
いたが， 日 木人も 40 人近 く いた。
間学生の勉強は治んどが 自然科学で， 文化芸やf.iJT面は非

常I乙少なかった。 自然科学の先j土 している国が国）J も充実
して国民も裕福に文化生活を楽しんでい る 乙 とは地球を一
廻り して見れば明瞭な こ とである 。

ド イ ツの国際留学生の寮は大変立派で l:J 本の一流のホテ
ノレに も決 して負けないよ うであ る 。 オ ラ ン 夕、 ＼ デ ンマー ク ，
ベ jレギ一等へも留学生が多 く ， 旅行1j:l l乙汽車や， レス ト ラ
ンの中で出会った学生i主 と私は話し合って ， 日本の留学制
度の 乙 とな どよ く たづね られた。
ア メ リ カでも ヨ ー ロ ツパで も大学は国際的な立場で設備

も教授陣 も作られてい る よ う に思われる。 各国からの留学
生を遇して 自国の文化や精神面の理解を して も らい同時に
自国へ招介 しで も ろ う こ とが重要な大学の使命の一つにな
っているのであ ろ う 。 ま た 自 国の学生達も他国人と毎日の
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申口
田

生活を送 る 乙 と に よ って －fJ を も って IJ± 界の実休を知1 る こ と

も 出 来 る 。 そ の 他 ， f({学生が帰国 し て ， そ の 国の指導者に

な った と き ， 間学先の製品 を購入す る 機会 も 多 く な る 筈 で

あ る 。 ア テ ネ に新築中 の工科大学の各教室に設置 さ れて い

た研究機具が殆ん ど現教｛受注のm学先の製品であ った こ と

ミ ュ ン へ ン 大学の正而

は ζ の こ と を実証 して い る こ と と 思われ る 。

日 本の大学では年間 1 00 人の悶学生を東南 ア ジ ヤ 方面か

ら 受け入れて い る そ う であ る が， そ の数は ド イ ツ の一つの

大学の更 に数分のーであ る 。

荘、は 帰国の船で イ ン ド ， セ イ ロ ン ， タ イ 等か ら の 日 本へ

の間学生 と 一緒 に な って ， 日 本の大学への不安 と 希望 と の

錯雑 し た学生速の質問を い ろ い ろ 受け た の で ， 帰 国 後 l乙少

し ば か り ii問べて見た が ヨ ー ロ ツ パ等 に 較べ随分不備な点 も

多 い こ と を ＇q］ った。

教育を国家 1 00 {J：の計 と は誰れで も よ く 云 う 言葉であ る

が ， 特 に 地 )J t乙新設 さ れ た 大学 l乙住んで い る 私 に は そ の言

葉l乙吋す る 解釈が 大 分 ア メ リ カ や ヨ ー ロ ツ パの先進国の場

�3 と 選 って い る よ う に ’！.£！.われ る 。 大学佐地方文化発展 の た

め に と い う ス ロ ー ガ ン は ぺ学の 大 き な 発 展か ら程遺い し ，

学沼の ＆iB: . i ＇.］題で二つの市が争 って綜合化を妨けγこ り ， 充

分l乙充実 も し な い 聞 に学生定 員 を増 した り ， 学部の新設を

百十周 した り す る と と は 木 当 の発展 に ブ レ ー キ を かけ る よ う

な も の であ る 。 も っ と 本質的な 目 的 に沿 って充実 し た い も

のであ る 。
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